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雪
■雪空、雪気

げ

、雪催
もよ

い、冠雪、筒雪、雪
紐
ひも

、雪曇、雪明
あかり

、餅雪、小米
こ ご め

雪、そして
風花など雪に関する言葉はたくさんあり
ます。■昔から雪は「豊年のしるし」と
言われているそうです。また古くはその
年の農作物の出来を山にかかる雪で占っ
ていました。山に見える農男、農鳥など
農候として伝わっているのも同じ考え方。
■豪雪地帯では厄介物の雪も、年に４、
５回ほどしか降らないこの辺では、子ど
もたちにとって楽しい贈り物。

表紙の写真は清川地区に行く途中の県道沿いの
風景。堆積した枯葉の中に氷の柱がいくつもで
きて不思議な絵に。

（平成17年11月末現在）甲斐市の人口　74,444人（＋27）

住民基本台帳人口73,115人（＋27） 男性36,615人（－4） 女性36,500人（＋31）
世帯数28,259世帯（＋27） 外国人登録人口1,329人（－8） （ ）内は前月比
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対応する携帯で読み取
ると甲斐市の携帯ホー
ムページを表示します。
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確
定
申
告
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す 

竜
王
会
場
　
竜
王
北
部
公
民
館
１
・
２
階 

敷
島
会
場
　
敷
島
第
２
庁
舎
２
階 

双
葉
会
場
　
双
葉
庁
舎
２
階
（
昨
年
と
変
更
し
ま
し
た
） 

受
付
時
間
　午
前
の
部
　９
時
〜
11
時
30
分
　 

　
　
　
　
　午
後
の
部
　１
時
〜
４
時 

３
会
場
と
も
全
て
自
書
申
告
で
実
施
し
ま
す 

 

甲
府
税
務
署
の
申
告
書
作
成
会
場
が
変
わ
り
ま
し
た 

甲
府
銀
座
ビ
ル（
旧
ト
ポ
ス
）３
階 

２
月
16
日（
木
）〜
３
月
15
日（
水
） 

3

昨
年
一
年
間
の
総
決
算
と
な
る
確
定
申
告
が
間
近
と
な
り

ま
し
た
。

市
で
は
、
申
告
期
間
中
に
限
り
一
部
の
申
告
を
除
き
、
地

区
別
日
程
表
を
目
安
に
市
職
員
に
よ
る
確
定
申
告
の
相
談
お

よ
び
受
付
を
行
い
ま
す



市
の
申
告
会
場
は
旧
町
単
位
で
３
か

所
設
け
ま
す
が
、
３
会
場
と
も
自
書
申

告
（
申
告
書
を
自
分
で
作
成
、
市
職
員

が
補
助
）
の
み
の
受
付
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
な
お
、
次
に
掲
げ
る
申
告

者
は
、
市
の
申
告
会
場
で
は
受
付
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
甲
府
税
務
署
の
申
告
書

作
成
会
場
（
旧
ト
ポ
ス
３
階
）
で
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

次
に
該
当
す
る
人
は
甲
府
税
務
署
申
告

書
作
成
会
場
で
申
告
を

①
土
地
の
譲
渡
所
得
、
株
式
の
譲
渡
所

得
、
ゴ
ル
フ
会
員
権
等
の
譲
渡
所
得

が
あ
る
人
。

②
営
業
、
農
業
、
不
動
産
所
得
の
あ
る

人
で
、
初
め
て
確
定
申
告
を
す
る
人
。

③
営
業
、
農
業
、
不
動
産
所
得
の
あ
る

人
で
、
収
支
内
訳
書
の
記
載
が
わ
か

ら
な
い
人
。

④
青
色
申
告
の
人
。（
記
載
済
み
申
告
書

に
は
受
付
印
の
押
印
の
み
行
い
ま
す
）

⑤
雑
損
控
除
が
あ
る
人
。

確
定
申
告
【
所
得
税（
国
税
）の
申
告
】

が
必
要
な
人

◆
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
書
が
郵
送

さ
れ
た
人
。

◆
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
等
が
あ

る
人
で
平
成
17
年
中
の
所
得
金
額

の
合
計
額
が
所
得
控
除
の
合
計
額

を
超
え
る
人
。

◆
平
成
17
年
中
に
土
地
や
建
物
等
の

不
動
産
を
譲
渡
し
た
人
や
ゴ
ル
フ

会
員
権
や
株
式
等
の
資
産
を
譲
渡

し
た
人
。（
な
お
、
株
式
の
譲
渡
に

つ
い
て
は
、
特
定
口
座
で
源
泉
徴

収
を
選
択
し
て
い
る
場
合
を
除
き

ま
す
）

大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
年
末

調
整
で
所
得
税
の
納
税
を
完
了
し
ま
す

が
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
平
成
17
年
中
の
給
与
収
入
が
、
２
、

０
０
０
万
円
を
超
え
る
人
。

◆
１
か
所
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受

け
て
い
る
人
で
、
給
与
所
得
や
退

職
所
得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万

円
を
超
え
る
人
。

◆
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
い

を
受
け
て
い
る
人
で
、
年
末
調
整

を
さ
れ
な
か
っ
た
給
与
等
の
収
入

金
額
と
そ
の
他
の
各
種
所
得
金
額

の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
人
。

◆
年
末
調
整
し
た
内
容
に
変
更
が
あ

る
人
。

確
定
申
告
を
す
る
義
務
の
な
い
人
で

も
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
確
定
申
告
で

所
得
税
が
戻
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
で
取
得
し

た
場
合
。

◆
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
。

◆
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合
。

◆
年
の
途
中
で
退
職
し
、
年
末
調
整

を
受
け
な
か
っ
た
人
。

住
民
税
【
市
県
民
税（
地
方
税
）】の
申
告

が
必
要
な
人

◆
市
か
ら
「
市
民
税
・
県
民
税
国
民

健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
申
告

書
」
が
郵
送
さ
れ
た
人
。
た
だ
し
、

次
に
該
当
す
る
人
は
原
則
申
告
は

不
要
で
す
。

①
確
定
申
告
を
す
る
人
。

②
給
与
収
入
の
み
の
人
で
、
昨
年

か
ら
今
年
の
１
月
１
日
ま
で
勤

続
し
て
い
る
人
。

③
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人
の
扶

養
親
族
と
し
て
申
告
さ
れ
て
い

る
人
。

　 月　 日 　　　　対　象　地　区 

2月16日（木） 竜王１・２区 

2月17日（金） 竜王３・４区 

2月20日（月） 上篠原区、古村区 

2月21日（火） 新居区、仲新居区、田中区 

2月22日（水） 万才全区 

2月23日（木） 榎全区 

2月24日（金） 富竹新田１・２区 

2月26日（日） 予備日 

2月27日（月） 富竹新田３・４区、竜王仲町区 

2月28日（火） 竜王新町１・２・３・４区 

3月  1日（水） 竜王新町５・６・７区、名取区 

3月  2日（木） 上八幡区、中八幡区 

3月  3日（金） 下八幡１・２区 

3月  6日（月） 下八幡３区、冷間区 

3月  7日（火） 八幡新田１・２区、月林区 

3月  8日（水） 玉川東・西区 

3月  9日（木） 玉川団地１・２区 

3月10日（金） 予備日 

3月13日（月） 予備日 

3月14日（火） 予備日 

3月15日（水） 予備日 

竜王地区申告相談日程表 

確
定
申
告
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　 月　 日 

2月16日（木） 

2月17日（金） 

2月20日（月） 

2月21日（火） 

2月22日（水） 

2月23日（木） 

2月24日（金） 

2月26日（日） 

2月27日（月） 

2月28日（火） 

3月  1日（水） 

3月  2日（木） 

3月  3日（金） 

3月  6日（月） 

3月  7日（火） 

3月  8日（水） 

3月  9日（木） 

3月10日（金） 

3月13日（月） 

3月14日（火） 

3月15日（水） 

　　　　対　象　地　区 

 

希望ヶ丘、滝坂、大屋敷、下宿、上宿、

登美団地、高山台 

 

双葉竪町、大垈、高原団地、団子、新田、

桃花の街、杏色の街
 

 

予備日 

菖蒲沢、バイパス、横町、寺町、上町、

双葉仲町、双葉新町
 

 

東部、塩崎町、田畑、中村条、上郷、米

沢、笠石、金剛地、田畑団地
 

 

滝沢、駒沢、旭台、つくし野、上の山、

唐松団地、藍色の街、萌黄の街、双葉

響が丘団地 

緑ヶ丘、富士見台、山本、岩森、下志田、

上志田 

予備日 

予備日 

双葉地区申告相談日程表 
　 月　 日 　　　　対　象　地　区 

2月16日（木） 清川地区、大久保 

2月17日（金） 吉沢地区 

2月20日（月） 睦沢地区 

2月21日（火） 敷島台、牛句 

2月22日（水） 松島団地、さつき野 

2月23日（木） 境北・南、上町南 

2月24日（金） 上町北、敷島竪町 

2月26日（日） 予備日 

2月27日（月） 長塚 

2月28日（火） 大下条東 

3月  1日（水） 大下条西・南 

3月  2日（木） 大栄、寺前 

3月  3日（金） 西町、事業団 

3月  6日（月） 町屋、町屋南、宮地 

3月  7日（火） 敷島新町 

3月  8日（水） 天狗沢 

3月  9日（木） 東町西・仲、敷島仲町、川辺町 

3月10日（金） 東町東 

3月13日（月） 予備日 

3月14日（火） 予備日 

3月15日（水） 予備日 

敷島地区申告相談日程表 

◆
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

世
帯
の
人
は
、
所
得
が
無
い
場
合

で
も
、
所
得
が
無
い
旨
の
申
告
が

必
要
で
す
。（
申
告
し
な
い
と
保
険

税
の
軽
減
の
適
用
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
）

◆
扶
養
さ
れ
て
い
る
人
で
も
、
会
社

や
公
的
機
関
に
所
得
証
明
書
な
ど

の
証
明
を
提
出
す
る
こ
と
が
あ
る

人
は
、
所
得
が
無
く
て
も
申
告
が

必
要
で
す
。

◆
65
歳
以
上
の
人
は
、
基
本
的
に
源

泉
徴
収
税
額
が
あ
る
場
合
、
確
定

申
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

市
県
民
税
の
申
告
書
は
送
付
し
て

お
り
ま
せ
ん
。

申
告
会
場
の
混
雑
回
避
に
ご
協
力
を

確
定
申
告
は
国
税
で
あ
る
所
得
税
を

申
告
す
る
も
の
で
、
本
来
税
務
署
に
提

出
す
る
も
の
で
す
。
市
で
は
国
税
庁
よ

り
許
可
を
い
た
だ
き
、
市
内
に
申
告
の

で
き
る
会
場
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
市

の
申
告
会
場
に
は
税
務
署
の
職
員
は
お

ら
ず
、
全
て
市
の
職
員
が
相
談
や
申
告

書
の
収
受
（
仮
収
受
）
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
前
述
の
と
お
り
一
部
の
申
告
に

つ
い
て
は
税
務
署
で
の
申
告
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
確
定
申

告
か
ら
新
規
申
告
者
が
増
加
し
ま
す
の

で
、
会
場
の
混
雑
は
例
年
を
上
回
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
出
来
る
だ
け
地

区
別
日
程
表
に
合
わ
せ
て
ご
来
場
く
だ

さ
い
。
な
お
、
３
会
場
と
も
全
て
自
書

申
告
で
す
の
で
、
ご
自
分
で
申
告
書
の

記
載
が
で
き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
甲
府
税
務
署
か
ら
確
定
申
告

用
紙
が
届
か
な
い
人
で
、
事
前
に
申
告

用
紙
が
必
要
な
人
は
、
竜
王
庁
舎
税
務

課
お
よ
び
各
支
所
市
民
課
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。（
譲
渡
関
係
用
紙
は
あ
り
ま

せ
ん
）

甲
府
税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ

申
告
書
作
成
会
場
が
甲
府
税
務
署
庁

舎
か
ら
旧
ト
ポ
ス
３
階
に
変
わ
り
ま
し

た
。
設
置
す
る
期
間
は
、
１
月
23
日
か

ら
３
月
31
日
ま
で
の
平
日
（
た
だ
し
、

２
月
19
日
と
26
日
の
日
曜
日
は
開
設
し

ま
す
）
で
す
。
時
間
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

専
用
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

確
定
申
告
書
の
早
期
提
出
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
申
告
書
は
な
る
べ

く
郵
送
で
提
出
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
な
お
、
郵
送
で
控
え
に
受
付
印

が
必
要
な
人
は
、
控
え
に
つ
い
て
も
ボ

ー
ル
ペ
ン
書
き
し
、
切
手
を
貼
っ
た
返

信
封
筒
を
忘
れ
ず
に
同
封
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

確
定
申
告
に
つ
い
て
は

甲
府
税
務
署

０
５
５
（
２
３
３
）
３
１
１
１

住
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
は

税
務
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
３
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小規模納税者の所得税および消費税の申告、年金受給
者および給与所得者の確定申告を対象に竜王北部公民館
で実施します。筆記用具、計算器具などをご持参くださ
い。なお、所得金額が高額な人や相談内容が複雑な人、
譲渡所得及び贈与税の相談はご遠慮ください。

 月　　日 時　間 会　場 

２月20日（月） 

２月27日（月） 

３月  ３日（金） 

３月  ８日（水） 

午前10時～正午 

午後１時～４時 

竜王北部 

公民館１階 

■
国
民
健
康
保
険
税

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
て
も
安
心
し
て
治

療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
お
金
を
出
し
合
い
医
療
費
に
あ

て
る
「
助
け
合
い
」
の
制
度
で
す
。
こ
の
し
く
み
を
支
え
る

重
要
な
財
源
と
な
っ
て
い
る
の
が
国
民
健
康
保
険
税
で
す
。

平
成
12
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険
制
度
に
よ
り
、

40
歳
以
上
か
ら
65
歳
未
満
の
人
（
第
２
号
被
保
険
者
）
は
、
国

民
健
康
保
険
の
保
険
税
（
医
療
分
）
に
介
護
保
険
分
を
合
わ
せ

て
、
ひ
と
つ
の
国
民
健
康
保
険
税
と
し
て
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。
40
歳
未
満
の
人
は
、
医
療
分
の
み
の
保
険
税
と
な
り

ま
す
。

世
帯
主
が
、
国
保
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、
世
帯

に
国
保
加
入
者
が
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
世
帯
主
が
納
税
義

務
者
と
な
り
ま
す
。

■
軽
減
制
度

低
所
得
者
の
国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
を

軽
く
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

下
の
表
の
基
準
に
該
当
す
る
世
帯
は
、
国

民
健
康
保
険
税
の
う
ち
均
等
割
と
平
等
割
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

２
割
軽
減
制
度
の
適
用
を
受
け
る
に
は
申

請
が
必
要
で
す
。（
７
割
・
５
割
軽
減
制
度
は

申
請
不
要
）
２
割
軽
減
を
受
け
ら
れ
る
と
思
わ

れ
る
世
帯
に
つ
い
て
は
申
請
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
所
得
の
申
告
を
さ
れ
て
い
な
い
と
、

基
準
に
該
当
し
て
い
る
か
ど
う
か
判
断
で
き

な
い
た
め
、
軽
減
制
度
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

世
帯
主
（
国
保
加
入
で
な
い
世
帯
主
も
含

む
）、
加
入
者
は
必
ず
所
得
の
申
告
を
し
て
く

だ
さ
い
。
申
告
は
市
県
民
税
・
国
民
健
康
保

険
税
・
介
護
保
険
料
の
申
告
書
で
受
付
け
て

い
ま
す
。

■
過
年
度
分
の
国
民
健
康
保
険
税

国
保
の
資
格
の
届
出
が
遅
れ
た
場
合
は
、
遡
っ
て
国
保
税

が
計
算
さ
れ
、
通
常
の
納
期
と
は
別
の
納
期
で
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

届
出
は
お
早
め
に

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
保

険
課
ま
た
は
各
支
所
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
が
遅

れ
る
と
国
保
税
を
遡
っ
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、

ま
た
、
他
の
健
康
保
険
と
の
二
重
納
付
に
も
な
り
ま
す
。
手

続
き
は
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
国
保
税
の
納
付
が
遅
れ
る
と

国
保
税
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、
お
早
め
に
国
保
税

の
窓
口
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

災
害
な
ど
の
特
別
な
理
由
も
な
く
、
納
期
限
を
過
ぎ
て
も

国
保
税
を
納
め
な
い
場
合
に
は
、
次
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら

れ
ま
す
。

①
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
状
が
送
ら
れ
、
督
促
手
数
料
が

徴
収
さ
れ
ま
す
。
電
話
や
文
書
に
よ
る
催
告
、
ま
た
、
直

接
ご
自
宅
ま
で
伺
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

②
有
効
期
限
の
短
い
保
険
証
、「
短
期
被
保
険
者
証
」
が
交

付
さ
れ
ま
す
。
毎
月
窓
口
に
て
納
付
し
て
い
た
だ
き
、
更

新
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
納
期
限
か
ら
１
年
経
過
す
る
と
、
保
険
証
を
返
す
こ
と
に

な
り
、「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
と
き
、
か
か
っ
た
医
療
費
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。

④
納
期
限
か
ら
１
年
６
か
月
経
過
す
る
と
、
国
保
の
給
付
の

全
部
ま
た
は
一
部
を
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
。

⑤
さ
ら
に
滞
納
が
続
い
た
場
合
、
国
保
の
給
付
（
療
養
費
、

高
額
療
養
費
、
出
産
育
児
一
時
金
、
葬
祭
費
な
ど
）
の
全

部
ま
た
は
一
部
が
滞
納
分
の
税
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
保
険
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
５

 　　　　　　  基準となる所得金額 

均等割・平等割の7割を軽減 33万円以下 

均等割・平等割の5割を軽減 33万円＋（24万5千円×世帯主以外の被保険者数） 

均等割・平等割の2割を軽減 33万円＋（35万円×被保険者数） 

◎税理士会が行う
「小規模納税者のための

確定申告無料相談」

健
康
生
活
は
国
保
税
の
納
付
か
ら
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■対策マニュアル
・利用していなければ払わない
・個人的な情報は知らせない（自分から連絡しない、メールを返信しな
い、開封通知を送らない）

・証拠は保管（メールやはがきなど証拠は保管、家族が代わって払わな
いように伝えておきましょう）

・警察へ届け出を（根拠のない悪質な取立てを受けたときや支払ってし
まったときは警察へ届け出る）

※地上デジタルテレビ放送への移行に便乗した架空請求にも注意を
「デジタル放送接続料金請求書」に赤字で「重要」と書かれた封書が送られ、
地上デジタルテレビ放送への移行のためＵＨＦアンテナ受信端末切替工事が
始まり、その工事代金の一部を国内に居住する全ての方を対象に負担しても
らうという説明とともに、29,800円を指定口座へ振り込むよう指示があると
いう不正請求が報告されています。
地上デジタル放送を受信するためには、ＵＨＦアンテナにより直接受信す
るか、ケーブルテレビへの接続が必要ですが、いずれも工事を依頼していな
いのに料金を請求されることはありません。
また、アンテナの撤去や点検を装い屋根工事を勧誘するなどのトラブルも
寄せられていますのでご注意ください。

■相談は…山梨県消費生活センター 055（235）8455 甲斐市役所市民課（竜王庁舎１階） 055（278）1664

あなたにも
届くかもしれない
「利用した覚えのない請求」

突然、使った覚えのない有料アダルトサイトの情報
料の請求が来たら……。「裁判所が許可、回収員が自宅
へ」「強制執行」「給与、動産、不動産の差押さえ」「信
用情報機関へ登録」など不安をあおる文面で、弁護士
名、法律事務所名、法令名などが書かれていることも
あります。
「○日以内」といった期限も気になり、支払ってしま
ったり、連絡を取ってしまっては相手の思うつぼです。

国
勢
調
査
の
結
果
で
す

平
成
17
年
10
月
に
実
施
し
た
国
勢
調
査
へ
の
ご
協
力
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

基
準
日
（
平
成
17
年
10
月
1
日
現
在
）
甲
斐
市
に
暮
ら
し
て
い
る

人
は
、
７
４
、
０
６
６
人
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
後
も
大
切
な
統
計
デ
ー
タ
が
順
次
、
統
計
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
に
よ
り
公
表
さ
れ
ま
す
。

・
甲
斐
市
の
人
口
は
、
山
梨
県
で
は
甲
府
市
に
次
い
で
第
２
位
で
す
。

・
前
回
（
平
成
12
年
調
査
）
か
ら
の
増
加
数
は
、
２
、
３
６
０
人
で

第
1
位
、
増
加
率
は
３
・
３
ポ
イ
ン
ト
で
第
７
位
で
し
た
。

な
お
、
こ
の
速
報
結
果
は
、
統
計
局
か
ら
公
表
さ
れ
る
結
果
数
値

と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
数
値
は
住
民
票
の
届
出
に
関
係
な
く
、
調
査
の
時
点

で
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人
の
人
口
で
す
。74,066人

君もこの中の一人です。

甲 斐 市  

竜王地区 

敷島地区 

双葉地区 

 74,066 36,901 37,165 27,623 2.68 

 40,563 20,229 20,334 15,523 2.61 

 19,324 9,590 9,734 7,296 2.65 

 14,179 7,082 7,097 4,804 2.95

１ 世 帯 
当たりの 
世帯人員 

総　数 男 女 世帯数 

人　　　口 世　　帯 
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１
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
第
57
回
山

梨
県
統
計
大
会
の
席
上
、
次
の
み
な
さ

ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

■
総
務
大
臣
表
彰
（
労
働
力
調
査
）

長
田

お

さ

だ

純
子

す

み

こ

さ
ん（
敷
島
台
区
）

平
成
11
年
か
ら
こ
れ
ま
で
に
、
労

働
力
調
査
を
通
算
７
年
、
調
査
員
と

し
て
事
務
従
事
し
た
功
績
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

■
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

(

株)

フ
ロ
ー
レ
ン（
下
八
幡
１
区
）

毎
月
勤
労
統
計
調
査
に
対
す
る
理

解
お
よ
び
協
力
の
状
況
が
良
好
で
あ

り
、
調
査
票
の
提
出
が
迅
速
で
、
か

つ
、
そ
の
記
載
内
容
が
適
正
で
あ
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
統
計

に
親
し
む
と
共
に
、
統
計
の
表
現
技
術

の
公
表
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
、
本
市
か
ら
は
次
の
人
た
ち

が
入
賞
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

【
第
１
部
】（
小
学
校
１
・
２
年
生
）

佳
　
作

志
村
智
一

と
も
か
ず

作
品
名

「
山
中
で
と
れ
た
魚
の
か
ず

と
お
も
さ
」

【
第
２
部
】（
小
学
校
３
・
４
年
生
）

知
事
賞

志
村
優
太

ゆ

う

た

作
品
名

「
夏
休
み
プ
ー
ル
に
行
っ
た

よ
」

教
育
長
賞

大
澤
い
く
み

作
品
名

「
夏
の
あ
ま
さ
く
ら
べ
」

【
第
３
部
】（
小
学
校
５
・
６
年
生
）

知
事
賞

仲
田

な

か

だ

彩
乃

あ

や

作
品
名

「
く
だ
も
の
王
国
山
梨
の
も

も
＆
ぶ
ど
う
」

【
第
４
部
】（
中
学
生
）

統
計
協
会
長
賞
　
輿
石
拓
真

た

く

ま

作
品
名

「
コ
ン
ビ
ニ
に
お
け
る
夏
と

冬
の
部
門
別
売
上
の
比
較
」

【
パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部
】

知
事
賞

大
澤

お
お
さ
わ

央
ひ
さ
し

作
品
名

「
こ
お
る
温
度
　
沸
と
う
す

る
温
度
」

佳
　
作

谷
戸

や

と

悠
紀

ゆ

う

き

作
品
名

「
ク
ー
ル
ビ
ズ
効
果
」

各
種
統
計
調
査
に
お
い

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た

第
53
回
山
梨
県
統
計
グ

ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

8

西山さんは、戦後、生活改善運動の取り
組みから始めて半世紀以上、広く社会教育
の振興に携わり貢献されたことが認めら
れ、このたび社会教育功労者文部科学大臣
表彰を受賞されました。
昭和59年２月からは旧竜王町教育長、平

成６年11月からは県教育委員長などを歴任
し、現在は、県図書館協議会会長として県
立図書館の運営等の指導、やまなし文化学
習協会において県民文化ホール等における
文化活動の推進、また甲府刑務所篤志面接
員として受刑者の矯正活動等など多方面に
渡り活躍されています。

文
部
科
学
大
臣
表
彰

西
山
賢
吾
さ
ん

（
竜
王
新
町
３
区
）

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員
会
が

主
催
す
る
第
25
回
全
国
中
学
生
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
、
玉
幡
中
学

校
が
感
謝
状
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
コ
ン
テ
ス
ト
山
梨
県
大

会
に
お
い
て
、
多
数
の
作
品
を
応
募
、

協
力
し
て
く
れ
た
中
学
校
２
校
が
全
国

中
央
大
会
に
推
薦
さ
れ
、
そ
の
努
力
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
12
月
20
日
に

甲
府
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
よ
り
玉

幡
中
学
校
に
賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。 玉

幡
中
学
校
に
感
謝
状



「シクラメン・ポインセチアを来年も
楽しむコツ」
シクラメンは、開花が終わるまで枯れた花柄や枯葉など

を取り除きます。4月末までは日当りのよい室内に置き、

その後は樹木の下など半日陰に置きます。水は乾燥し過ぎ

ない程度に与えますが、カビ等を予防するために葉や球根

にかからないようにし、8月まで管理します。高温に弱い

植物なので、夏中は涼しい場所で管理します。

9月になったら一回り大きな鉢に、球根を巻いている根

鉢を壊さないように移します。土は赤玉土と腐葉土の混合

物を基本に使います。根付け後に殺菌剤水液を、鉢の下か

らしたたる位にかけます。肥料は固形肥料を使うとともに、

時々は液肥を混ぜた水の施肥も必要です。10月には室内に

入れますが、できるだけ低温に置くと順調に生育します。

ポインセチアは、5月頃に一回り大きな鉢へ、腐葉土を

中心にした土壌を入れて移します。乾かし過ぎないように、

半日陰に置きます。肥料は粒状化成を表面土壌と混合して

おけば良いでしょう。またポインセチアは、夜の長さが一

定時間より長くなると花芽を作る「短日植物」のため、9

月以降は光の当たる時間を調整してやる作業が重要です。

午後5時から朝8時まではダンボール箱で覆い、人口照明等

いっさいの光をさえぎります。この「短日処理」は根気が

いる作業ですが、葉がきれいに色づき成功した時はうれし

いものです。同時に化成肥料などを補給しておくと良いで

しょう。

このコーナーは、ガーデニングを楽しんでいる、また始め

てみたいという人の相談や疑問に、市の園芸アドバイザー

がお答えします。お気軽にご相談ください。

■相談・問い合わせは…

緑化推進課（ガーデニングコーナーあて）

〒400-0192 甲斐市篠原2610番地

甲斐市役所（竜王庁舎2階）

055（278）1671 FAX055（276）7216

E-mail:toshi-ryokuka@city.kai.lg.jp

６
歳
ま
で
の
子
供
を
乗
車
さ
せ
る
際

の
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
装
着
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
か
ら
、
も
う
す
ぐ
６
年
目

を
迎
え
ま
す
が
、
山
梨
県
で
は
着
用
率

が
16
パ
ー
セ
ン
ト
と
全
国
的
に
も
非
常

に
低
い
数
字
に
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
総
合
分
析
セ
ン
タ
ー
の
試

算
に
よ
る
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用

に
よ
り
死
者
は
約
75
パ
ー
セ
ン
ト
、
重

傷
者
は
約
57
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
わ
が
子
の
安
全
の

た
め
に
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
着
用
し

ま
し
ょ
う
。

な
お
、
市
で
は
１
歳
６
か
月
ま
で
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
無
料
貸
出
を
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者

本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
又
は

外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人

貸
与
期
間

誕
生
か
ら
18
か
月
ま
で
の
間

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

総
務
課
（
竜
王
庁
舎
３
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
１

敷
島
支
所
市
民
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
２

双
葉
支
所
市
民
課
（
双
葉
庁
舎
１
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
０

【
寄
付
】

●
双
葉
歴
史
民
俗
資
料
館
へ

中
村
政
文
さ
ん(

大
垈)

が
、
軍
刀
（
模

造
刀
）
附
拓
本
（
銘
文
部
分
）（
５
０
、

０
０
０
円
相
当
）

●
甲
斐
市
の
公
共
施
設
へ

山
梨
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社
が
、

車
イ
ス
（
２
台
）（
９
６
、
０
０
０
円

相
当
）
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チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
着
用

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。 

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
着
用

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。 

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。 



つくし野区（樋口文忠区長）
市全域で取り組んでいる地域防犯

活動。つくし野区でも昨年10月の役
員会で実施を決め、パトロールを行
っています。
つくし野区では「パトロールは役

員だけでは長続きしない」と考え、
地域に住んでいる全員で取り組んで
います。
高齢者だけの世帯などもあり、こ

れらを除く、全体
の80％以上の世帯
に参加してもらっ
ています。
自主防犯組

織 会 則 を 制
定。全体を５

軒ずつ13班に分け、平成18年末までパト
ロール予定表と自治会内のパトロールル
ートを作成してあります。

当番の班は、概ね７時
ごろからパトロールを
始めます。この
時間帯は、学校
帰りの高校生
や塾帰りの小
中学生

などが歩いており、注
意が必要な時間帯。
市から提供された
「地域防犯パトロー
ル」と背中に書かれ
たジャンバーを着て、
懐中電灯を手に約１時間、自治会内
を歩きます。パトロールが終われば日誌に街
の様子だけでなく、街灯の球切れなど気が付
いたことを記入。このパトロール、週末だけ
でなく毎日実施する
ところが特徴です。
また、区では日中

に犬の散歩をしてい
るみなさんにも、不
審者などに注意を払
ってくれるよう呼び
かけているそうです。
地域全体で取り組んでいる防犯活動でした。

長塚区（三井新一区長）
長塚区は市内135自治会（区）の中で

最大の世帯数約1,100世帯を有する自治
会（区）です。昭和48年ごろまでは農家
が中心で80世帯ぐらいが住む、田んぼ
や畑が目立った地域でした。その後、
農地が宅地化し、アパートが建設され、
ちょうど敷島南小学校ができたころか
ら世帯増
加が著し

くなりました。近
年でも年間に30世
帯ぐらいずつ増加

しています。
多世帯を
抱えてい
ることで、自治会運営にも工夫してい
ます。自治会の運営は、ブロック別に分
けた７人の副会長が会長を補佐し、活
動は、女性部、環境衛生部などの９
つの専門部が中心になって活動して
います。

自治会（区）主催の大きな
行事は８月に開催している
「長塚祭」。区内を御輿が練
り歩いたり、小学校のグラ
ウンドにやぐらを建てての
盆踊りなど、にぎやかなもの

です。また、隔年で開催してい
る「長塚文化
展」。公会堂
に絵、写真、
書、手芸、ド

ライフラワーなど
を展示しています。
長塚区は人口が多
い分、様々なこと
に取り組んでいる
人が住んでおり、
人材豊富な自治会
でもあります。
３月26日（日）に

は、敷島総合文化
会館和室で長塚文
化部の発表会が開催されます。みなさんぜひお
越しください。

自
治
会

訪
問

市内には、135の自治会（区）があります。この
中から２つずつ、自治会（区）のなかで特徴のあ

るもの、人、活動など毎月紹介していきます。

長塚祭

敬老会

発表会
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竜
王
村
（
竜
王
河
原
宿
）
は
竜
王

川
除
（
信
玄
堤
）
の
維
持
を
目

的
と
し
て
、
堤
の
成
立
と
と
も
に
新

設
さ
れ
た
集
落
で
、
５
点
の
文
書
は

永
禄
３
年
（
１
５
６
０
）
〜
天
正
９
年

（
１
５
８
１
）
頃
に
書
か
れ
た
川
除
に

関
す
る
も
の
で
す
。

内
容
は
、
①
棟
別
役(

む
な
べ
つ
や

く)

（
家
屋
税
）
を
免
除
し
、
移
住
を

督
励
し
た
棟
別
役
免
許
状
（
１
点
）、

②
水
害
の
際
の
人
足
徴
発
状（
２
点
）、

③
物
資
徴
発
状
（
２
点
）
で
す
。
①

は
堤
の
維
持
管
理
に
必
要
な
人
員
を

確
保
す
る
た
め
に
集
落
の
建
設
を
急

い
だ
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
②
は
現

在
の
本
市
は
も
ち
ろ
ん
、
甲
府
市
、

韮
崎
市
、
昭
和
町
の
村
々
が
挙
げ
ら

れ
て
お
り
、
大
規
模
災
害
時
の
出
労

を
明
記
し
て
い
ま
す
。
③
は
堤
修
復

時
に
竹
・
木
・
縄
な
ど
を
徴
用
す
る

と
い
う
文
書
で
す
。

こ
ら
れ
の
文
書
か
ら
竜
王
河
原
宿

の
成
立
事
情
や
堤
の
維
持
管
理
が
う

か
が
わ
れ
、
戦
国
時
代
の
治
水
の
実

態
を
示
す
貴
重
な
史
料
と
い
え
ま

す
。
現
在
は
山
梨
県
立
博
物
館
に
寄

託
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
石
鳥
居
は
双
葉
西
小
学
校

の
西
約
１
０
０
ｍ
の
県
道
沿

い
に
あ
り
、
柱
に
は
室
町
時
代
前
期

の
応
永
４
年
（
１
３
９
７
）
４
月
の
銘

が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
高
さ
が
低
く
、

太
い
柱
を
使
用
し
た
安
定
感
の
あ
る

中
世
の
石
鳥
居
の
特
徴
を
よ
く
表
し

て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
後
期
に

編
さ
ん
さ
れ
た
『
甲
斐

国
志
』
に
よ
る
と
、
古

来
釜
無
川
沿
い
に
崩

壊
し
た
古
墳
が
あ
り
、
そ
こ
に
諏
訪

神
社
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
崩
れ
た
石
室
が
船
の
よ

う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
「
お
舟
石
」

な
ど
と
呼
ば
れ
、
神
社
も
通
称
「
船

形
神
社
」
と
い
わ
れ
て
き
た
そ
う
で

す
。
そ
の
後
神
社
は
現
在
地
に
移
転

し
、
石
鳥
居
も
移
さ
れ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
は
例
祭
日
に

神
社
と
「
お
舟
石
」
の
間
を
神
輿
が
行

き
来
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

保
坂
家

ほ

さ

か

け

文
書

も
ん
じ
ょ

（
5
点
）

県
指
定
書
跡

昭
和
44
年
11
月
20
日

船
形

ふ
な
が
た

神
社

じ
ん
じ
ゃ

の
石い

し

鳥と
り

居い

県
指
定
建
造
物

昭
和
34
年
２
月
９
日
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①武田家棟別役免許状

③武田家御用仰付状

③武田家川除竹徴発状

②武田家川除人足徴発状

②武田家川除人足徴発状



と元ロッテ
オリオンズ
で活躍した
水上善雄さ
んを講師に
招き、野球
教室を開催
しました。
市内の９

つの少年野球チームから約130人が参加。怪我を
しないための走塁方法や正しいボールの握り方、
投げ方、遠くへ飛ばすためのバットスイングなど
教えてもらい、子どもたちは真剣な表情で聞き入
っていました。

初蹴り
新春恒例の初蹴り大会が竜王・双葉・敷島の各

中学校のグラウンドでスポーツ少年団や中学校の
サッカー部員など関係者が揃い、今年一年間元気
に活動できるこ
とを祈り行われ
ました。
１月１日、双

葉中学校では、
中学生らがOB
などと交流戦を

行ない、竜王中学校では、女子サッカー部が用意
した豚汁を食べながら試合を観戦するなど多くの
人が初蹴りを楽しんでいました。
４日には、敷島中学校で敷島スポーツ少年団と

中学生の交流試合が行われました。

市体育協会スキー部では、１月14日（土）、15
日（日）の２日間、長野県青木湖スキー場において
親子スキー教室を開催しました。
この教室には、大人13人、子ども17人が参加

し、スキー初体験の子どもも丁寧な指導により一
人で滑れるようになりました。

 種　　　　目 開催市町村 開 催 日 参加資格 募集人数 構　　　　成 

マスターズ陸上競技 甲　府　市 5月21日 男子40歳以上 フリー 各種目初心者    女子35歳以上 参加可能 
壮 年 サ ッ カ ー  韮　崎　市 6月  4日 40歳以上 38人 

テ　　ニ　　ス  甲　府　市 5月21日 20歳以上 18人 混合ダブルス 
     3組×3チーム 
年齢別ソフトテニス 笛　吹　市 5月21日 45歳以上 6人 ダブルス3組 
ラージボール卓球 甲　府　市 5月20日 40歳以上 5人 団体で参加 
女子ソフトボール 韮　崎　市 5月21日 30歳以上 25人 

年齢別バドミントン 北　杜　市 5月28日 35歳以上 12人 混合ダブルス 
     3組×2チーム 

ボ ウ リ ン グ 都　留　市 5月20日 20歳以上 8人 4名×2チーム   　・21日 
綱 　　引　　き  北　杜　市 5月21日 20歳以上 8人 男女別 
ゲ ー ト ボ ー ル  笛　吹　市 5月20日 20歳以上 16人 8名×2チーム 

バ ウンドテ ニ ス  甲　府　市 5月21日 フリー 6人 男子・女子・混合 
     ダブルス 
イ ン デ ィ ア カ  甲　斐　市 5月21日 20歳以上 9人 
ウォー クラリー  北　杜　市 5月28日 フリー 3人～5人 グループで参加 
マスターズ水泳競技 甲　府　市 5月21日 30歳以上 フリー 
カヌーツーリング駅伝 鰍沢・身延町 5月21日 フリー 3人 経験者 
フォー クダンス  増　穂　町 5月21日 フリー フリー 各市町村1チーム 
車 椅子マラソン  甲　府　市 5月14日 フリー フリー 2.5km･5kmコース 

武 術 太 極 拳 未　　　定 5月21日 40歳以上 4人～8人    59歳以下 

ソフトバレーボール 南アルプス市 5月20日 40歳以上 8人   　・21日 
（※1） 身　延　町 5月21日 20歳以上 15人 ターゲット･バードゴルフ 
（※2） 南アルプス市 5月21日 20歳以上 24人 8名×3チーム グラウンド･ゴルフ  
（※1） 昨年9/25に開催された「第2回市民ターゲット･バードゴルフ大会」の結果により参加者は決定しています。 
（※2） 2/11に開催される「第2回市民親善グラウンド･ゴルフ大会」の結果により参加者は決定します。 

第２回甲斐市バレーボール祭り結果の訂正とお詫び
広報１月号に掲載しました第

２回甲斐市バレーボール祭りの
結果に誤りがありましたので、
訂正してお詫び申し上げます。

女子Ｆパート
優勝 下八幡１区
準優勝 上町南区

親子スキー教室報告
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第18回山梨県スポーツ・
レクリエーション祭参加
者募集
平成18年５月20日（土)・21日

（日）を中心に、第18回山梨県スポ
ーツ・レクリエーション祭が開催
されます。
勝敗にこだわる競技スポーツと

は違い、楽しみながら参加者相互
のコミュニケーションを図ること
に重点を置き開催されるスポーツ
の祭典です。個人やグループ、ま
た、初心者の人でも気軽に参加す
ることができます。
なお、市の出場選手枠がありま

すので希望者が多数の場合は抽選
となります。
申込期日 ２月24日（金）



甲斐市スポーツ施設開放
一斉開放
場　所 双葉公民館ホール
日　時 ２月20日（月）

・学校体育施設（３月分） 午後７時～
・社会体育施設（４月分） 午後８時～

随時開放
場　所 スポーツ振興課・竜王北部公民館・敷島公

民館窓口
日　時 ２月23日（木）～

午前８時30分～午後５時15分
・学校体育施設（３月分）
・社会体育施設（４月分）

※平成17年度については学校体育施設、社会体育施
設とも通年で一斉開放を実施します。
※平成17年４月１日から敷島地区、双葉地区におい
てもスポーツ施設管理指導員を配置しています。
カギ等の貸出方法が変更となっていますので御注
意下さい。
※敷島総合運動公園多目的運動場については芝生養
生のため12月１日～３月31日まで休場します。
■問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課　 0551（20）3656

平成18年度甲斐市スポーツ施設
利用団体登録受付
甲斐市スポーツ施設の平成18年度利用団体登録を

受け付けます。この登録をしていない団体等は、甲
斐市スポーツ施設を利用することが出来ませんので
御注意ください。
登録資格 非営利のスポーツ活動を目的として、成

人を代表とした市内在住者のみ、10人以
上で構成されている団体。だだし、テニ
スコート等の個人競技用施設の利用を希
望するグループ（個人）に限り、10人以下
での登録も可能です。

申込方法 [平成17年度登録団体]
登録責任者へ申請書を送付します。
[新規登録希望団体]
教育委員会スポーツ振興課・竜王北部公民
館・敷島公民館窓口に申請書があります。

申込期日 ２月28日（火）

提 出 先 教育委員会スポーツ振興課
注 意 点 ・登録に際し、スポーツグループリーダ

ー研修会（３月22日（水）実施）への参
加が必要となります（各団体１名）
・登録証は、研修会受付時に交付します。

■申し込み・問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
0551（20）3656

平成17年度スポーツ
グループリーダー研修会
日本体育協会公認のスポーツドクターでもある

今井整形外科医院長 今
井立史先生を講師に迎
え研修会を行います。
研修では先生が多くの
スポーツ選手を診てこ
られたなかで経験した
教科書などにも記載の
ない出来事を実例とと
もにお話していただき
ます。今、スポーツの
現場でどのような障害
が発生しているのか興
味のある方はふるって
ご参加ください。
平成18年度に市内ス

ポーツ施設の利用を希望する団体については、必
ず1名参加してください。
また、スポーツ施設利用希望者でなくても市民

であれば誰でも受講ができます。
日　　時 ３月22日（水）午後７時30分
場　　所 双葉ふれあい文化館
内　　容 １ 研修会「スポーツ選手から教わるス

ポーツ医学」
講　師 今井整形外科医院

院長 今井立史 先生
２ スポーツ施設等利用者説明会

注意事項 ※平成18年度スポーツ施設の利用希望
団体は、登録申請書を2月28日（火）
まで（期日厳守）にスポーツ振興課ま
で提出してください。研修会受付時
に登録証の交付を行います。
※駐車場が混雑しますので、車は乗り
合わせでお願いします。

■申し込み・問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課　 0551（20）3656

12月18日（日）、甲斐市スポーツ少年団野球部
会が、スポ少球児にプロの技術を学んでもらおう

講師
今井整形外科医院

今井 立史
り っ し

先生

水上善雄野球教室
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竜 王 西 児 童 館  
055（279）3731

竜王東児童センター 
055（278）1178

竜 王 北 児 童 館  
055（279）1911

玉 幡 児 童 館  
055（276）9656

敷島みなみ児童館
055（277）9720

敷島ふれあい中央児童館 
055（277）9220

敷島なかよし児童館 
055（277）1121

双 葉 西 児 童 館  
0551（28）4588

1（水） 

3（金） 

4（土） 

6（月） 

7（火） 

8（水） 

9（木） 

10（金） 

13（月） 

14（火） 

15（水） 

16（木） 

17（金） 

18（土） 

20（月） 

21（火） 

22（水） 

24（金） 

25（土） 

27（月） 

28（火） 

豆まき　15：30 

 

 

 

 

 

子育て相談日 
10：00 

手話教室　 15：30 

 

折り紙遊び 15：30 

 

 

親子音楽遊び 
11：00 

 

なわとび大会
 15：30

 

節分豆まき 15：30 

 

 

 

チョコレート作り
 15：00 

 

 

 

茶道教室　15：00 

子育て相談日 
10：00 

 

 

 

 

 

親子料理教室 
10：00

 

節分豆まき 15：30 

 

 

 

 

 

チョコレート作り 
15：30 

ナンバーリンク 
15：00

 

子育て相談日
 10：00

 

 

 

ゲーム大会15：00

 

節分豆まき 15：30 

 

 

バレンタイン制作 
15：30 

バレンタイン制作 
15：30 

  

  

スーパーボール作り
 15：30 

子育て相談日

 
10：00

 

リズミック遊び 
9：30 

スーパーボール作り 
15：30

 

豆まき会　 15：30 

母親クラブ料理教室
 13：00 

 

バレンタイン製作 
15：30 

バレンタイン製作 
15：30 

ビデオ会　15：30 

おもちゃの病院 
14時～16時 

 

 

 

 

ゲーム会　15：30 

お話の会　15：30 

 

 

ボランティア 
16：00

映画会　　14：30 

豆まき会　15：30 

バレンタイン製作 
15：30 

バレンタイン製作 
15：30 

 

 

 

 

 

 

おやつ作り 14：30 

 

読み聞かせ15：30 

 

 

お誕生日会15：00 

 

壁面工作　15：30

 

節分豆まき会 
15：30 

 

 

バレンタイン製作 
15：30 

バレンタイン製作 
15：30 

おやつ作り 15：30 

読み聞かせ16：00 

 

 

 

 

 

ビデオ会　15：00 

 

ボランティアの日 
16：00

 

みんなで節分 
15：00 

 

 

 

 

あったかおやつ作り
 15：00 

室内雪合戦15：00 

 

 

 

 

 

牛乳パックで製作 
15：00 

 

 

劇遊び　　15：00

ナンバーリンク 
15：00 

 

 

 

チャレンジランキング 
15：00 

 

 

 

ナンバーリンク 
15：00 

 

 

 

 

いどうくん（工作） 
15：00

双 葉 東 児 童 館  
0551（28）1214
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日時 ３月11日（土）
午後１時～４時30分

場所 双葉図書館　視聴覚室
内容 講演と実践
講師 荒井督子氏（東京子ども

図書館常務理事）
加藤節子氏（東京子ども
図書館職員）

定員 40人
申込 ２月21日（火）までに３図

書館のいずれかに直接申
し込み

内容 『チャーリーとチョコレ
ート工場』 2005年/アメ
リカ/115分/吹替え　監
督/ティム・バートン　出
演/ジョニー・ディップ、
フレディ・ハイモア　他

日時 ２月12日（日）午前10時開
演（午前９時30分開場）

場所 竜王図書館　視聴覚室
定員 先着200人
日時 ２月12日（日）午後２時開

演（午後１時30分開場）
場所 敷島総合文化会館大ホール
定員 先着270人

双葉図書館ボランティアグループ
「よむ・よむの会」は、１人で図
書館を利用することが困難な人が
希望する本や雑誌を、市内の図書
館から借りて自宅まで届ける活動
をしています。本を読みたいけど
図書館へ行くことができない人
は、「よむ・よむの会」の会員が
本をお届けします。お気軽にご利
用ください。
対象 １人で図書館にいけない人　

（高齢者や身体障害者）
申し込み・問い合わせは双葉図

書館までどうぞ。

本をお届けします

上映会のお知らせ

みどりの風の朗読
オフトークがおくる耳で聞く読書を
お届けします。
オフトーク２チャンネルにおいて
20日（月）から24日（金）まで、図書
館ボランティア「みどりの風」のみ
なさんによる朗読が放送されます。
午後のひととき、どうぞお気軽にお
聞きください。

市立図書館は１月５日、新
春最初の開館日を迎え、敷島
図書館では、文化協会茶道部
の協力により来館者に抹茶の
サービスが行われました。
図書館入口に設けられたお

茶席で、和服に身をつつんだ
茶道部のメンバー11人が抹茶
とお菓子でサービス。
訪れた人たちは、おもいが

けないお正月らしいおもてな
しに、その味と雰囲気をゆっ
くりと味わっていました。
また、職員も和服姿で貸し

出し業務などを行い、図書館
は新春の華やいだ雰囲気に包
まれていました。

新春、抹茶でおもてなし講座「子どもの本とのかけ橋」



開館時間 ●平　日：午前10時～午後7時
●土・日：午前 9時～午後5時

２月のおやすみ 定例休館日 ６日（月）、13日（月）、20日（月）、27日（月）
月末整理日 28日（火）

市内各図書館では、平成17年10月から旧町発行のカードを３
館共通のカードと交換しており、これに伴い２月からは旧カード
でのご利用ができなくなります。まだ、３館共通のカードに交換
していない場合は、次のものが必要となりますので必ずお持ちく
ださい。
・免許証または保険証等住所を証明するもの
・現在お持ちの市内（竜王・敷島・双葉）の図書館利用カード　　　

図書館利用カードについて
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場所 竜王図書館おはなしコーナー
日時 ２月４日（土）

午前10時30分～11時30分
内容 お話、ゲーム

日時 ２月18日（土）
午前10時30分～11時30分

テーマ 鬼
内容 お話、ブックトーク、工作

日時 ２月２日（木）、16日（木）
午前10時30分～

場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 ０歳～１歳６か月
内容 わらべうた、読み聞かせ、

手袋人形、絵本の紹介

日時 ２月２日（木）、16日（木）
午前11時10分～

場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 １歳６か月～３歳
内容 わらべうた、読み聞かせ、

工作、パネルシアターなど

日時 ２月４日（土）午後２時～
場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 幼児～
内容 手袋人形、わらべうた、読

み聞かせ、パネルシアター
など

聞いて味わう本の世界。どなたで
もお気軽にご来店ください。
日時 ２月16日（木）

午後1時30分～
場所 竜王図書館会議室
メニュー「湯たんぽが運んできた幸せ」

島田洋七　著　「佐賀のが
ばいばあちゃん」より「は
ちの木」今西祐行　著他

板前　ねの会　他

日時 ２月９日（木）、23日（木）
場所 竜王図書館おはなしコーナー

・ひよこ組
時間 午前10時15分～10時45分
対象 ５か月～１歳半
内容 読み聞かせ、手遊びなど

・こぐま組
時間 午前11時～11時30分
対象 1歳半～3歳
内容 読み聞かせ、パネルシ

アター、おりがみなど

対象 ３歳～９歳
日時 ２月11日（土）、25日（土）

午前10時30分～11時15
分

場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、読み聞かせ、パネル

シアター、工作など

日時 ２月18日（土）
午後２時～

場所 敷島図書館じどうとしょかん
対象 幼児・小学生
内容 詩、読み聞かせ、紙芝居、

手話、わらべうたなど

日時 ２月９日（木）
午前11時～11時30分

場所 双葉図書館おはなしコーナー
対象 就園前の乳幼児
内容 読み聞かせ、手遊び、パネ

ルシアターなど

日時 ２月11日（土）、25日（土）
午前10時30分～11時

場所 双葉図書館おはなしコーナー
対象 幼児・小学生
内容 読み聞かせ、パネルシアター

など

日時 ２月８日（水）、15日（水）
午後１時30分～３時30分

対象 一般（ボランティアや本に
少しでも興味のある人は、
お気軽にどうぞ）

内容 本の選び方、読み聞かせなど
講師 NPO法人山梨子ども図書館員
募集人員 20人
申し込み・問い合わせは双葉図

書館までどうぞ。

しろくまちゃんのおへや

朗読のおいしいお店
おきらく亭

キッズぷらねっと　
～ストリーテリング編～

敷島図書館

双葉図書館

えほんのにわ

らいおんちゃんのゆりかご

らいおんちゃんのへや

おはなしのとびら

ふうせん劇場

竜王図書館

キッズぷらねっと

こぐまちゃんのおへや

おはなしのもり

図書館ボランティア養成講座



●１月８日　外国人対象の110番教室

竜王交番で、１月10日の１１０番の日のキャ
ンペーン行事として、外国人を対象とした「外国
人１１０番スクール」が開催されました。市内の
会社に勤務するブラジル人約30人が参加。署員
から１１０番通報システムのポイントを聞き、警
察官が演じる１１０番通報要領のビデオを見た
後、事件、事故を想定した通報の体験をしました。

門松づくり講座　12月25日●
敷島公民館が開催した「親子で門松づくり

講座」に15組、30人が参加。講師は、市内獅
子平にお住まいの山本重高さん。参加したみ
なさんは、「こんな大きなものが出来てうれし
い。これでよい正月が迎えられそうだ」と話
してくれました。

●12月30日　年末の餅つき
西町東区では、子どもクラブ主催の暮れ

の餅つきが行われ、地域に住むお年寄りか
ら餅米の蒸かし方から餅のつき方までを教
わりました。つきたての餅は、あんこや大
根おろしにつけて参加者全員でおいしく食
べました。

今年の元日配達部数は両郵便局合わせて
110万６千通。簡単な式終了後、職員の人た
ちが地域ごとに仕分けされた年賀状を積み込
んだバイクや自転車にまたがり、一斉に出発
していきました。

●１月１日　年賀状の配達

竜王走ろう会主催の新春マラソンが信
玄堤公園を会場に行われました。これは、
毎年恒例の行事で、会員約40人が、新春
の朝７時30分に釜無川レクリエーション
センター前の公園に集合。コースは釜無
川レクリエーションセンター前から信玄
堤公園やサイクリングロードを走って、
３キロ先の三社神社までの往復。会員の
みなさんは、元気よく声を掛けながら堤
の上などを走りました。

●１月２日　新春マラソン
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ドラゴンパークの展望塔から初日の出を見ようと、
まだ暗いうちから多くの家族連れや若者たちがドラゴ
ンパークに集まりました。残念ながら厚い雲に覆われ
て、初日の出を見ることはできませんでしたが、塔の
入り口では、商工会のみなさんが来場者に冷えた体を
温めてもらおうと、温かい芋煮汁を無料で振る舞い大
盛況。また今年は、信玄太鼓保存会のみなさんがステ
ージで太鼓の演奏を披露、新年の門出を祝いました。

10日は、市内小中学校で３学期の始業式
が行われ、学校は半日でした。玉幡児童館に
は普段より多くの児童が遊びに来ていて、こ
の日のイベント「お正月遊び」でかるた取り
や福笑い、羽根つきやコマ回しなどの昔なが
らのお正月遊びをみんなで楽しみました。

●１月10日　児童館で正月あそび

●１月１日　元旦のドラゴンパーク

この冬、日本列島を記録的な寒波が襲い、
市内の矢木羽湖も１月13日に全面が氷に覆
われました。地元の人も「記録が残ってい
ないので詳しくはわからない」との事。湖
上の鴨もなれない氷の上を滑りながら歩い
ていました。

●１月13日　矢木羽湖が全面結氷　
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●平成18年成人式が行われました

甲斐市成人式が、昭和町内結婚式場で行
われ、新成人794人の門出を祝いました。
式典では、藤巻市長が「自分の道を進ん

でほしい。みなさんに甲斐市民が期待して
いる」と祝辞。成人を代表して加藤翔一さ
んが「私たちはどんな些細なことにも目を
向け、世の中の動きを敏感に受け止め、対
応することのできる人間でありたいと思い
ます。また、これから大人の一人として歩

んでいく中で、自覚と責任を忘れず、社会
に貢献していきたいと思います」と誓いの
言葉を述べました。
式典終了後には、懐かしい同級生同士で

の記念撮影や、当時タイムカプセルに入れ
た習字や作文などを、小学校の担任の先生
から受け取る風景なども見られました。

甲
斐
市
消
防
団

平
成
18
年
出
初
式
を
挙
行

誓いの言葉を述べる加藤翔一
しょういち

さん

記念品を受け取る新成人代表の土橋慧
けい

さん、
田中絢子

じゅんこ

さん

ふたばジュニアコーラスの合唱

先生から小学校当時の作品を受け取る成人者

訓示を行う秋山博人消防団長

表彰状等の授与
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甲斐市内の話題は「甲斐市Blog News」で
このページに掲載されている以外にも、市内の毎日の話題
はインターネットホームページ「甲斐市BlogNews」で紹
介しています。URL:http://mt.city.kai.yamanashi.jp/

甲
斐
市
消
防
団
は
、
新
年
恒
例
の
出

初
式
を
１
月
９
日
（
月
・
成
人
の
日
）、

敷
島
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
い
ま
し

た
。式

に
は
消
防
団
員
４
０
１
人
の
ほ
か

来
賓
、
関
係
者
な
ど
約
１
８
０
人
が
列

席
。
消
防
活
動
に
功
労
の
あ
っ
た
み
な

さ
ん
に
表
彰
状
、
感
謝
状
な
ど
が
贈
ら

れ
る
と
と
も
に
、
消
防
団
員
に
よ
る
訓

練
礼
式
・
ポ
ン
プ
操
法
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

な
お
、
今
回
の
出
初
式
か
ら
、
消
防

団
員
の
う
ち
約
３
分
の
１
が
地
元
に
待

機
し
、
消
火
栓
等
の
点
検
な
ど
を
行
い

な
が
ら
火
災
な
ど
に
備
え
ま
し
た
。

機械機具点検

ポンプ操法の展示

甲斐市消防団ラッパ隊の演奏

下福沢の七福神 下今井の獅子舞

左から玉川西区、上八幡区、竜王新町のドンドンヤキ
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●市内各地で
小正月行事

保育園での繭玉づくり



中
央
自
動車

双葉体育館
農の駅 百楽泉

双葉B＆G
海洋センター（プール）

双葉スポーツ公園

茅
ヶ
岳
広
域
農
道

甲斐市役所
竜王庁舎

竜王図書館

竜王北部公民館

竜王中学校市立中央保育園

県
道
敷
島
・
田
富
線

　私が紹介したいのは双葉農の駅です。地元の農家で朝、
収穫した新鮮な野菜や果物が豊富に並び、格安な値段
で手に入れることができます。手作りジャムや漬物、
食品加工所で作られたおまんじゅう、もちなど加工品
も充実していて、地元の人や観光客でいつもにぎわっ
ています。食事コーナーでは地域のお米や野菜を使っ
たメニューをおいしくいただくことができますよ。ぜ
ひ足を運んでみてください。

片岡みさほさん
(甲斐市岩森)

　私が好きな場所は、幼稚園から小学校の間、英会
話教室に通っていた時の通り道だった上八幡にある
貯水タンクから見る風景です。上八幡地区の住宅地
を抜けて貯水タンクまで来たとき、ぱっと広がった
感じが、幼な心に広々して気持ちいいなと気に入っ
ていました。一本道の両側に広がる田園風景は今も
そのまま残っています。天気のいい日には、前方に
八ヶ岳、振り返れば富士山を望むことができますよ。

加藤翔一さん
(甲斐市西八幡)

中
央
自
動
車

竜　王　駅

敷島給食センター

県
道
敷
島
・
田
富
線

肥後早織さんとお父さん
の照一さん、お母さんの
浩子さん(甲斐市長塚)

　成人式で司会を務めさせていただき、緊張したけ
どとても良い経験になりました。私の好きな場所は、
敷島南小学校の体育館です。バスケットボールが大
好きで、今は審判の資格も取得して甲府のチームでコー
チをしているのですが、その原点はこの体育館では
じめたスポ少のバスケットボールでした。いい先生
や友だちに恵まれ、バスケットボールだけでなく、
体育の授業やイベントなど私にとって小学校時代の
楽しい思い出がいっぱいつまった場所です。

配水タンク

敷島南小学校

双葉農の駅双葉農の駅双葉農の駅

敷島南小学校の体育館敷島南小学校の体育館敷島南小学校の体育館
上八幡の貯水タンクから見る景色上八幡の貯水タンクから見る景色上八幡の貯水タンクから見る景色
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甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

臨
時
教
員
の
募
集
に
つ
い
て

甲
斐
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
18

年
度
臨
時
教
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

小
中
学
校
い
ず
れ
か
の
教
諭
の
免
許

状
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
３
月
31
日

ま
で
に
取
得
見
込
の
人
。（
地
方
公
務

員
法
第
16
条
お
よ
び
学
校
教
育
法
第

９
条
の
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
人
）

応
募
方
法

履
歴
書
（
写
真
付
）
２
部
・
免
許
状
の

写
し
１
部
を
２
月
28
日
ま
で
に
教
育

委
員
会
事
務
局
へ
本
人
が
持
参
。

任
用４

月
１
日
か
ら
１
年
間
、
市
内
小
中

学
校
に
若
干
名
任
用
予
定

そ
の
他

療
養
代
替
等
の
短
期
任
用
に
係
る
各

種
教
諭
（
小
学
校
・
中
学
校
・
幼
稚

園
・
養
護
・
司
書
）
の
登
録
者
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
７
０
３

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
か
ら

子
育
て
ひ
ろ
ば

火
曜
日
か
ら
土
曜
日
、
午
前
９
時
か

ら
午
後
６
時
ま
で
開
放
、
登
録
な
し
で

自
由
に
遊
べ
ま
す
。

親
子
で
リ
ズ
ム
遊
び
や
ミ
ニ
シ
ア
タ

ー
な
ど
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ぽ
け
っ
と
ひ
ろ
ば
開
催
日

水
曜
日
０
歳
〜
１
歳
半
対
象

金
曜
日
１
歳
半
〜
３
歳
対
象

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
10
時
50
分
　

○
お
し
ゃ
べ
り
ぽ
け
っ
と
（
座
談
会
）

日
時

２
月
24
日
（
金
）

ぽ
け
っ
と
ひ

ろ
ば
終
了
後
30
〜
40
分

テ
ー
マ

わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
、
も
う

す
ぐ
入
園

※
お
子
様
は
プ
レ
イ
ル
ー
ム
に
て
愛
育

会
の
会
員
が
託
児
し
て
い
ま
す
。
子

育
て
中
の
お
母
さ
ん
と
楽
し
く
お
話

し
し
ま
せ
ん
か
。
受
付
で
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
相
談

保
育
園
や
児
童
館
の
情
報
、
育
児
相

談
な
ど
プ
レ
イ
ル
ー
ム
で
子
ど
も
を
遊

ば
せ
な
が
ら
相
談
で
き
ま
す
。
面
接
相
談

の
ほ
か
、
電
話
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す

子
ど
も
の
一
時
預
か
り
（
短
期
間
、
軽

易
な
も
の
）
な
ど
育
児
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。

会
員
の
登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

依
頼
会
員
…
市
内
在
住
で
生
後
３
か
月

の
乳
幼
児
か
ら
小
学
生
の
子
ど
も
が

い
る
人

協
力
会
員
…
市
内
在
住
で
子
ど
も
が
好

き
で
理
解
と
熱
意
の
あ
る
人

■
問
い
合
わ
せ
は
…

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
敷

島
庁
舎
第
２
庁
舎
）

０
５
５
（
２
７
７
）
１
７
６
２

子
育
て
相
談
専
用
電
話
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
６
０

今
年
小
中
学
校
へ
入
進
学
す
る
児
童
・

義
務
教
育
終
了
者
が
い
る
ひ
と
り
親
家

庭
の
皆
様
へ

平
成
18
年
度
４
月
に
小
中
学
校
へ
入

進
学
す
る
児
童
が
い
る
ひ
と
り
親
家
庭

に
、
県
よ
り
支
度
金
と
し
て
、
児
童
一

人
に
つ
き
、
１
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
市
よ
り
同
様
に
１
万
円
、
義

務
教
育
終
了
者
に
は
２
万
円
を
支
給
し

ま
す
。

以
下
の
対
象
要
件
に
あ
て
は
ま
る
人

は
、
子
育
て
支
援
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

ま
た
は
、
各
支
所
地
域
課
窓
口
へ
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
平
成
18
年
１
月
１
日
現
在
に
お
い
て

県
の
支
度
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
山
梨
県
内
に
在
住
で
あ
る
こ
と
。

・
平
成
18
年
４
月
に
小
中
学
校
（
聾
学
校
、

盲
学
校
、
養
護
学
校
を
含
む
）
へ
入
進

学
す
る
予
定
の
児
童
を
監
護
し
、
生
計

を
同
一
と
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
親

（
父
母
の
な
い
児
童
の
養
育
者
を
含
む
）

で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
児
童
収
容
施

設
（
母
子
生
活
支
援
施
設
を
含
む
）
に
入

所
中
の
児
童
な
ら
び
に
里
親
に
委
託
中

の
児
童
は
除
く
。

・
平
成
17
年
度
（
平
成
16
年
中
）
の
所
得

税
が
非
課
税
で
あ
る
こ
と
。

・
生
活
保
護
の
受
給
世
帯
で
な
い
こ
と
。

市
の
祝
金

・
甲
斐
市
内
に
在
住
で
あ
る
こ
と
。

①
義
務
教
育
就
学
者
平
成
18
年
４
月
に

小
中
学
校
（
聾
学
校
、
盲
学
校
、
養

護
学
校
を
含
む
）
へ
入
進
学
す
る
予

定
の
児
童

②
義
務
教
育
終
了
者
（
高
等
学
校
そ
の
他

各
種
学
校
等
に
進
学
し
た
者
ま
た
は

就
職
し
た
者
）

①
ま
た
は
②
の
者
を
監
護
し
、
生
計

を
同
一
と
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
親

（
父
母
の
な
い
児
童
の
養
育
者
を
含

む
）
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
児
童

収
容
施
設
（
母
子
生
活
支
援
施
設
を

含
む
）
に
入
所
中
の
児
童
な
ら
び
に

里
親
に
委
託
中
の
児
童
は
除
く
。

・
平
成
17
年
度
（
平
成
16
年
中
）
の
所
得

税
が
非
課
税
で
あ
る
こ
と
。

・
生
活
保
護
の
受
給
世
帯
で
な
い
こ
と
。

※
申
請
が
却
下
さ
れ
た
場
合
に
は
、
却

下
通
知
書
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

※
申
請
後
に
、
要
件
を
満
た
さ
な
く
な

っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
「
消
滅
・

辞
退
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
２
月
24
日
（
金
）
期
限
厳
守

※
郵
送
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

提
出
書
類

平
成
17
年
度
ひ
と
り
親
家
庭
小
中
学
校

入
進
学
支
度
金
支
給
申
請
書
（
県
分
）

平
成
17
年
度
甲
斐
市
入
学
、
進
学
等
祝

金
支
給
申
請
書
（
市
分
）

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
　
　
お
知
ら
せ 

山
梨
県



ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
受
給
者
証

の
写
し
な
ど
、
資
格
を
証
明
す
る
書
類

■
提
出
場
所
・
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
支
援
課
（
敷
島
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

竜
王
支
所
地
域
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

双
葉
支
所
地
域
課
（
双
葉
庁
舎
１
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
１

第
８
回
特
別
弔
慰
金
の
支
給

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

平
成
17
年
４
月
１
日
時
点
に
お
い
て
、

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る

人
が
い
な
い
場
合
に
は
、
次
の
対
象
者

順
位
で
最
初
に
該
当
す
る
ご
遺
族
一
人

に
対
し
、
額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の

記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
者

１
　
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
　
戦
没
者
等
の
子

３
　
①
父
母
　
②
孫
　
③
祖
父
母
　
④

兄
弟
姉
妹
（
戦
没
者
等
と
生
計
関

係
を
有
し
て
お
り
、
か
つ
、
戦
没

者
等
と
氏
が
同
じ
で
あ
る
人
）

４

３
以
外
の
　
①
父
母
　
②
孫
　
③

祖
父
母
　
④
兄
弟
姉
妹

５
　
１
か
ら
４
以
外
の
３
親
等
内
の
親

族
（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引

き
続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有

し
て
い
た
人
に
限
ら
れ
ま
す
）

請
求
期
限

平
成
20
年
３
月
31
日

請
求
方
法

甲
斐
市
役
所
の
各
庁
舎
の

福
祉
担
当
に
請
求
用
紙
等
が
あ
り
ま

す
の
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

山
梨
県
国
保
援
護
課
援
護
恩
給
担
当

０
５
５
（
２
２
３
）
１
４
５
４

福
祉
課
（
敷
島
庁
舎
１
階)

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
４

竜
王
支
所
地
域
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
６

双
葉
支
所
地
域
課
（
双
葉
庁
舎
１
階)

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
１

下
水
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

助
成
金
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

下
水
道
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

河
川
に
流
れ
て
い
た
家
庭
の
雑
排
水
や

ト
イ
レ
の
汚
水
が
そ
の
ま
ま
下
水
道
に

流
せ
る
た
め
、
自
然
環
境
や
衛
生
面
の

向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
に
接
続
す

る
世
帯
に
対
し
、
工
事
費
を
無
利
子
で

借
り
ら
れ
る
有
利
な
融
資
あ
っ
せ
ん
制

度
の
融
資
額
が
拡
大
し
ま
し
た
。

ま
た
、
供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
の

く
み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
し

て
下
水
道
に
接
続
す
る
工
事
を
行
う
使

用
者
に
対
し
、
最
高
７
万
円
の
水
洗
便

所
改
造
助
成
金
を
交
付
す
る
制
度
が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。（
貸
住
宅
に
つ
い
て
も

助
成
し
ま
す
）

ぜ
ひ
、
こ
れ
ら
の
制
度
を
ご
利
用
い

た
だ
き
、
下
水
道
へ
早
め
の
接
続
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

融
資
額

一
世
帯
に
つ
き
50
万
円
ま
で

返
済
期
間

融
資
を
受
け
た
日
か
ら
３

年
以
内

返
済
方
法

毎
月
元
金
均
等
償
還

融
資
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら
れ
る
条
件

①
市
税
お
よ
び
下
水
道
受
益
者
負
担
金

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

②
県
内
在
住
の
確
実
な
連
帯
保
証
人
が

一
人
い
る
こ
と

●
水
洗
便
所
改
造
助
成
金
制
度

助
成
の
額

（
自
己
用
住
宅
・
供
用
開
始
か
ら
）

１
年
以
内
の
工
事
　
７
万
円

２
年
以
内
の
工
事
　
３
万
円

３
年
以
内
の
工
事
　
１
万
円

（
貸
住
宅
・
供
用
開
始
か
ら
）

１
年
以
内
の
工
事
　
３
万
円

２
年
以
内
の
工
事
　
１
万
円

●
助
成
金
を
受
け
ら
れ
る
条
件

①
市
税
お
よ
び
下
水
道
受
益
者
負
担
金

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

②
居
住
用
の
家
屋
（
新
築
家
屋
を
除
く
）

で
あ
る
こ
と

③
官
公
署
、
会
社
お
よ
び
そ
の
他
の
法

人
で
な
い
こ
と

悪
徳
商
法
に
ご
注
意

こ
ん
な
セ
ー
ル
ス
に
ご
注
意
を
　

長
引
く
不
況
を
反
映
し
て
、
悪
質
な

訪
問
販
売
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
下
水
道
事
業
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
ん
な
セ
ー
ル
ス
に
は
ご
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

「
市
役
所
か
ら
委
託
さ
れ
て
排
水
管
を

洗
浄
し
て
い
ま
す
。
残
る
の
は
お
宅
だ

け
で
す
よ
」（
た
か
り
商
法
）、「
排
水
管

の
点
検
に
来
ま
し
た
」
と
訪
問
し
て
強

引
に
清
掃
し
た
後
、
高
額
な
代
金
を
請

求
す
る
（
点
検
商
法
）
な
ど
、
手
口
が
巧

妙
に
な
っ
て
い
ま
す
。

対
策
と
し
て
は

※
市
役
所
で
は
排
水
管
の
点
検
・
清
掃

委
託
な
ど
は
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

点
検
や
お
試
し
な
ど
に
は
の
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。

※
排
水
管
な
ど
は
、
絶
対
に
見
せ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

※
し
つ
こ
い
業
者
に
は
、
家
の
外
で
待

た
せ
て
「
市
役
所
に
確
認
す
る
」
と
告

げ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

下
水
道
課
（
竜
王
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
０

水
道
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

水
道
に
も
冬
支
度
を

寒
さ
は
、
水
道
の
大
敵
で
す

寒
く
な
る
と
、
給
水
管
や
水
道
メ
ー

タ
ー
、
じ
ゃ
口
が
凍
っ
て
水
が
出
な
く

な
っ
た
り
破
裂
す
る
水
道
の
凍
結
事
故

が
起
き
て
し
ま
い
ま
す
。

凍
結
を
防
ぐ
に
は

・
給
水
管
や
じ
ゃ
口
に
は
、
布
切
れ
や

毛
布
、
あ
る
い
は
専
用
の
保
温
材
を

巻
き
、
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
上
か
ら
ビ

ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
隙
間
な
く
巻
い
て

く
だ
さ
い
。

・
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
は
、

布
切
れ
な
ど
の
保
温
材
を
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
な
ど
に
入
れ
て
水
道
メ
ー
タ
ー

を
保
護
す
る
よ
う
に
詰
め
て
く
だ
さ

い
。

・
水
抜
き
栓
、
不
凍
栓
を
使
用
の
ご
家

庭
で
は
、
お
や
す
み
前
や
お
留
守
に

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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す
る
時
に
忘
れ
ず
に
水
抜
き
を
す
る

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
な
水
道
は
要
注
意

・
北
向
き
の
と
こ
ろ
、
常
に
日
陰
に
あ

る
も
の

・
風
当
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る
も

の
・
屋
外
に
あ
る
も
の

・
配
管
な
ど
が
む
き
出
し
に
な
っ
て
い

る
も
の

・
中
高
層
住
宅
の
高
架
水
槽
や
こ
れ
に

水
を
送
る
給
水
管
な
ど

凍
結
し
て
水
が
出
な
く
な
っ
た
ら

・
蛇
口
を
開
け
、
凍
っ
た
部
分
に
タ
オ

ル
か
布
を
か
ぶ
せ
、
蛇
口
の
方
か
ら

ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
と
か
け
て
く

だ
さ
い
。（
熱
湯
を
急
に
か
け
る
と
ひ

び
割
れ
や
破
裂
を
起
こ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
）

・
破
裂
や
ひ
び
割
れ
し
た
場
合
に
は
、

不
凍
栓
を
閉
め
て
、
漏
水
を
止
め
て

か
ら
指
定
工
事
店
に
修
理
の
申
し
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

不
凍
栓
の
開
け
閉
め
に
つ
い
て

不
凍
栓
は
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
側

に
あ
る
も
の
で
、
丸
い
フ
タ
を
開
け
る

と
中
に
バ
ル
ブ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
バ

ル
ブ
を
左
に
回
す
と
開
き
、
右
に
回
す

と
閉
ま
り
ま
す
。
こ
の
時
、
必
ず
止
ま

る
ま
で
回
し
て
く
だ
さ
い
。
バ
ル
ブ
の

開
閉
が
中
途
半
端
で
す
と
漏
水
状
態
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

水
道
・
簡
易
水
道
工
事
は
、
甲
斐
市
　

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
で

水
道
・
簡
易
水
道
工
事
を
す
る
と
き

は
、
甲
斐
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
に
依
頼
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

知
ら
な
い
で
指
定
以
外
の
工
事
業
者
に

依
頼
し
て
し
ま
う
と
、
法
律
、
条
例
で

給
水
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
甲
斐
市
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
は
、
お
気
軽
に
水
道
局
工
務
課

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
水
道
局
工
務
課

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
３
４

冬
の
道
路
管
理
に
ご
協
力
を

冬
本
番
を
迎
え
、
雪
が
降
っ
た
り
、

路
面
が
凍
結
す
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

降
雪
後
に
各
家
庭
な
ど
で
雪
を
水
路

に
捨
て
る
と
、
雪
が
解
け
き
ら
ず
固
ま

っ
て
し
ま
い
水
路
が
あ
ふ
れ
る
原
因
と

な
り
ま
す
。
雪
は
敷
地
内
で
処
理
す
る

よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

市
で
は
建
設
安
全
協
議
会
な
ど
の
協

力
を
得
て
幹
線
市
道
の
通
行
の
確
保
の

た
め
重
機
で
雪
か
き
を
行
い
ま
す
。
し

か
し
、
雪
の
一
部
が
敷
地
の
入
口
等
へ

寄
っ
て
し
ま
い
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
道
路
が
凍
結
し
た
時
に
水
を

ま
く
と
氷
状
と
な
り
、
大
変
危
険
で
す
。

坂
道
や
日
陰
な
ど
で
道
路
が
凍
結
し
て

危
険
な
箇
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
自
治

会
役
員
か
建
設
課
お
よ
び
地
域
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

竜
王
地
区
…
建
設
課（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
８

敷
島
地
区
…

敷
島
支
所
地
域
課
（
敷
島
庁
舎
２
階
）

０
５
５
（
２
７
７
）３
１
１
３

双
葉
地
区
…

双
葉
支
所
地
域
課（
双
葉
庁
舎
１
階
）

０
５
５
１（
２
０
）３
６
５
１

釜
無
川
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

開
館
時
間
延
長
の
お
知
ら
せ

釜
無
川
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
が
、
露
天
風
呂
や
サ
ウ
ナ
、
ジ
ャ
グ

ジ
ー
な
ど
を
備
え
新
し
く
生
ま
れ
変
わ

っ
て
、
１
月
23
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。オ

ー
プ
ン
に
伴
い
、
午
前
10
時
か
ら

午
後
８
時
ま
で
開
館
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
勤
め
帰
り
な
ど
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

入
浴
料
金
　

市
内

小
学
生
未
満
…
無
料
　
小
学
生

〜
中
学
生
…
１
５
０
円
　
高
校
生
〜
67

歳
…
３
０
０
円
　
68
歳
以
上
…
１
５
０

円
　
身
体
障
害
者
手
帳
持
参
者
…
１
５

０
円
　
休
憩
無
料

市
外

小
学
生
以
下
…
３
０
０
円
　
中

学
生
以
上
…
６
０
０
円
　
身
体
障
害
者

手
帳
持
参
者
…
１
５
０
円

せん定枝粉砕処理
家庭等において伐採されたせん定枝を粉砕処理します。

◎玉幡中学校北側の市有地
２月は次の日をお休みとさせていただきます。
毎週金曜日、祝日（11日）

◎自然休養村管理センター（敷島総合公園入口）
２月は次の日をお休みとさせていただきます。
毎週月・水・木・土曜日、祝日（11日）

受入時間 午前９時～正午、午後１時～４時
対象となる枝
長さ２m以下、直径10cm以下の枝に限ります。
果樹のせん定枝についても対象とします。

＊葉っぱ類、根の部分、腐食した物、金属類の付いた物お　
よび草・竹等は受入しませんので注意して下さい。

＊営利目的で伐採したせん定枝の持ち込みは出来ません。
なお、粉砕処理したチップは市内在住の人に限り無料で
差し上げています。
せん定枝受け入れ時間中であればいつでも取に来ていた
だいて結構です。
希望する人は、チップを入れる袋などを持参して、係員
の指示に従ってください。

■問い合わせは…環境課（双葉庁舎１階）
0551（20）3653
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山
梨
県

山
梨
県

休
憩
２
０
０
円

休
館
日

毎
週
水
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
釜
無
川
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

０
５
５
（
２
７
６
）
１
１
５
１

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
「
学
生
募
集
」

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院
で
は
、
平
成

18
年
度
入
学
生
を
募
集
し
ま
す
。「
生
き

が
い
の
創
造
と
地
域
文
化
の
振
興
」
が
勧

学
院
の
ね
ら
い
で
す
。
長
年
培
っ
て
き

た
知
識
や
技
能
を
さ
ら
に
磨
き
、
県
下

９
学
園
に
集
う
仲
間
と
と
も
に
、
ふ
る

さ
と
山
梨
・
日
本
の
心
・
現
代
社
会
な

ど
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

募
集
人
員

各
地
域
学
園
40
人

県
下
に
、
甲
府
・
中
巨
摩
・
東
山

梨
・
東
八
代
・
西
八
代
・
南
巨
摩
・

北
巨
摩
・
南
都
留
・
北
都
留
の
９
学

園
が
あ
り
ま
す
。

入
学
資
格

県
内
在
住
の
お
お
む
ね
60

歳
以
上
の
人
で
、
健
康
で
学
習
意
欲

の
あ
る
人
。

修
業
年
限

２
年

募
集
期
間

１
月
23
日
（
月
）
〜
３
月
16

日
（
木
）（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

学
費
な
ど

基
本
学
習
費
を
徴
収
し
ま

す
。
ま
た
、
ク
ラ
ブ
活
動
・
研
修
旅

行
に
要
す
る
経
費
、
学
習
場
所
へ
の

交
通
費
・
教
材
費
・
勧
学
院
バ
ッ
チ

代
・
傷
害
保
険
な
ど
は
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…
峡
中

教
育
事
務
所
（
甲
府
市
飯
田
Ｊ
Ａ
会
館
５

階
）

０
５
５
（
２
２
３
）
３
６
２
０

県
社
会
教
育
課
　

０
５
５
（
２
２
３
）
１
７
７
２

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８

※
入
学
の
受
付
は
、
各
教
育
事
務
所
で

行
い
ま
す
。

母
と
子
の
遊
び
教
室

３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い
る
お
母

さ
ん
。
育
児
に
対
す
る
悩
み
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
ん
だ

り
、
同
じ
く
ら
い
の
お
子
さ
ん
の
い
る

お
母
さ
ん
と
情
報
交
換
を
し
た
り
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
一

緒
に
親
子
で
楽
し
く
運
動
」

対
象

３
歳
く
ら
い
ま
で
の
保
・
幼
稚

園
入
園
前
の
親
子
　
30
組

日
時

２
月
28
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

講
師

川
上
琴
美
さ
ん
　

受
付
期
間

２
月
８
日
（
水
）
〜
２
月
22
日
（
水
）

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

「
親
子
で
楽
し
く
ヨ
ガ
」

対
象

３
歳
く
ら
い
ま
で
の
保
・
幼
稚

園
入
園
前
の
親
子
　
30
組

日
時

３
月
７
日
（
火
）

2月17日（金）～ 
3月10日（金） 
（毎週金曜日） 
午前10時～正午 

４回/3,000円 
口の広い蓋付きの空きビン 
（ジャムのビン位）・はさみ 
（ワイヤーが切れるもの） 

講　座　名 内　　　　　容 定　員 期間／時間 講　　師 材料費／持ち物 

手作りのブリザー 
ブ ド フ ラ ワ ー  

ブリザーブドフラワー 
インストラクター 
大久保 明美 

20人 
生花を、手作りでオリジナルなブリザー
ブドフラワーに変身させます。バラをモ
チーフに基礎から学びます。 

竜王北部公民館ふれあい教室 

2月15日（水） 
午前10時～正午 

タオル・上履き・ 
動きやすい服装 

講　座　名 内　　　　　容 定　員 期間／時間 講　　師 材料費／持ち物 

元 気 は つ ら つ  
健 康 づ く り 体 操  

3B体操指導者 
池田　裕子 30人 

寒さに負けず、楽しく体を動かして健康づくりをし
ます。 

竜王北部公民館シニア教室 

受付開始　　　2月7日（火）午前9時から電話で受付（定員になり次第締切） 
受講料　　　　無料 

受講対象者　　市内在住者および市内に勤務されている60歳以上の人 
■申し込み・問い合わせは…竜王北部公民館　　　055（276）7511

2月18日（土） 
午後1時30分～ 
午後3時30分 

2,200円（1セット5kg）/ 
入れ物に入れて持ち帰る場合は、 
8リットルの容器 

講　座　名 内　　　　　容 定　員 期間／時間 講　　師 材料費／持ち物 

み そ 作 り に 挑 戦  （株）冨士こうじ 
石原　彦八 30人 

プロから学び、手作りの味わいを、我が
家の食卓で味わいます。熟成期間も手作
りならではの楽しみになります。 

竜王北部公民館地域文化伝承事業 

受付開始　　　2月7日（火）午前9時から電話で受付（定員になり次第締切） 
受講料　　　　無料（材料費等が必要です） 

受講対象者　　市内在住者および市内に勤務されている18歳以上の人 
■申し込み・問い合わせは…竜王北部公民館　　　055（276）7511

2月22日～3月22日 
（3/4・3/11は休み） 
毎週水・土曜日 
午後1時30分～3時30分 

7回/2作品 6,000円 
棒針8号2本と6号4本・ 
はさみ 

講　座　名 内　　　　　容 定　員 期間／時間 講　　師 材料費／持ち物 

手 軽 に 作 る  
編 み 物 教 室  

日本編み物文化協会 
特別会員 

田中 佐代子 
20人 

直線編みで初心者の方にもできる 
春用・夏用のベストを編みます。 
（見本が公民館にあります） 

敷島公民館ふれあい講座 

受付開始　　　２月７日（火）午前9時から電話で受付（定員になり次第締切） 
受講料　　　　無料（材料費が必要です） 

受講対象者　　市内在住者および市内に勤務されている18歳以上の人 
■申し込み・問い合わせは…敷島公民館　　　055（277）4111

受付開始　　　2月7日（火）午前9時から電話で受付（定員になり次第締切） 
受講料　　　　無料（材料費等が必要です） 

受講対象者　　市内在住者および市内に勤務されている18歳以上の人 
■申し込み・問い合わせは…竜王北部公民館　　　055（276）7511

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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梨
県

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

講
師

山
本
教
子
さ
ん
　

受
付
期
間

２
月
15
日
（
水
）
〜
３
月
１
日
（
水
）

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

参
加
料

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課
（
双
葉

公
民
館
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８
　

子
育
て
マ
マ
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

保
育
園
、
幼
稚
園
入
園
前
の
お
子
さ

ん
が
い
る
お
母
さ
ん
。
お
子
さ
ん
と
離

れ
、
日
頃
育
児
で
疲
れ
て
い
る
体
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
託
児

サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
の
で
安
心
し
て
子
ど

も
を
預
け
ら
れ
ま
す
。

「
パ
ー
ル
で
春
ら
し
い
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
作

り
ま
し
ょ
う
」

日
時

３
月
14
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
　

対
象
人
数

20
人

講
師

小
野
ま
さ
美
さ
ん

参
加
料

１
、
０
０
０
円

持
ち
物

ハ
ン
カ
チ
（
タ
オ
ル
不
可
）、

は
さ
み

受
付
期
間

２
月
20
日
（
月
）
〜
３
月
６
日
（
月
）

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課
（
双

葉
公
民
館
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
主
催
に
よ
る

第
２
回
甲
斐
市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
支
部
内
、
ま

た
は
気
の
合
う
仲
間
同
士
で
参
加
し
、

さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

２
月
26
日
（
日
）
午
前
８
時
30
分

会
場

玉
幡
中
学
校
体
育
館
　
他

出
場
資
格

市
内
在
住
者
（
全
日
制
の
高

校
生
以
下
は
除
く
）

チ
ー
ム
編
成

ト
リ
ム
の
部
…
40
歳
代
お
よ
び
50
歳

以
上
の
男
女
各
４
人
で
構
成

フ
リ
ー
の
部
…
年
齢
は
問
わ
ず
男
女

各
４
人
で
構
成

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
…
大
人
の
男
女
４

人
お
よ
び
小
学
生
４
人
で
構
成

※
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
以
外
は
、
各
支
部

２
チ
ー
ム
ま
で
の
参
加
と
す
る
。

参
加
料

１
チ
ー
ム
５
０
０
円

申
込
方
法

２
月
14
日
（
火
）
ま
で
に
申

込
書
を
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま
で
提
出

●「出会いわくわくコンサート～広げよう音楽の輪～」
ジブリ映画の曲や、クラシック、オペラなどをピア
ノ・バイオリン・歌のアンサンブルでおおくりしま
す。県内で活躍する優れた演奏家による質の高い、温
かな演奏をお楽しみいただきたいと思います。ぜひ、
ご家族、お友達とお気軽にご来場ください。
出　演 ピアノ…小野惠子

声楽…田川智美・坂本美香・金丸夏奈子
バイオリン…相馬純子

日　時 ２月18日（土）
午後１時30分開場　午後２時開演
入場無料（要整理券：市内各公民館および双
葉ふれあい文化館で配布しております）

●「ＫＡＩふれあいステージ２００６」
ふれあい文化館では甲斐市に在住のアーティストを
支援・サポートするためにホールの舞台を開放し、ふ
れあいステージを開催します。
ダンス、合唱、ギター演奏など様々なジャンルのグル
ープが出演します。
どなたでもお気軽にお越しください。
日　時 ２月26日（日）

午前９時開場　午前９時30分開演予定
入場無料

●「住友郁治ピアノリサイタル」（仮称）
家族で楽しめるピアノのコンサートです。
日　時 ３月19日（日）

午後１時30分開場　午後２時開演
入場料 大人500円　小人300円（高校生以下）

全席自由

●春休み映画会「チキン・リトル」
ディズニー史上最も《ツイてない》キャラクターが
繰り広げる、勇気と希望の冒険ファンタジー。
日　時 ３月26日（日）

午後１時30分開場　午後２時上映開始
入場料 親子ペア券1,000円（大人１人＋小人１人）

大人券　　　700円（高校生以上）
小人券　　　500円（中学生以下）
〈全席自由席〉

※チケットはふれあい文化館事務室の他、各プレイ
ガイドで扱っております。お早めにお求めください。

■問い合わせは･･･
甲斐市双葉ふれあい文化館ホール事務室　
0551（20）3660
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※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

監
督
会
議

２
月
22
日
（
水
）
午
後
７
時
30
分
　

竜
王
北
部
公
民
館
２
階
視
聴
覚
室

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
９

初
心
者
の
た
め
の
市
民
卓
球
教
室

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
の
で

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時３

月
３
日
、
10
日
、
17
日
、
24
日

毎
週
金
曜
日
、
午
後
８
時
〜
10
時

場
所

敷
島
体
育
館

対
象
者

市
内
在
住
者

定
員

30
人

講
師

市
体
育
協
会
卓
球
部
員

参
加
料

無
料

※
用
具
の
貸
出
あ
り

申
込
方
法

当
日
会
場
に
て
受
付

■
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

ス
キ
ー
教
室
参
加
者
募
集

市
体
育
協
会
ス
キ
ー
部
主
催
に
よ
る

ス
キ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

初
心
者
か
ら
も
っ
と
上
手
に
な
り
た

い
人
ま
で
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
11
日
（
土
）、
25
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所

長
野
県
富
士
見
高
原
ス
キ
ー
場

参
加
料

無
料

対
象
者

市
内
在
住
者

定
員

30
人
（
先
着
順
）

受
付
開
始

２
月
６
日
（
月
）
午
前
９
時

か
ら
電
話
に
て
受
付
（
当
日
受
付
可
）

集
合
場
所

同
ス
キ
ー
場
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス
内
に
午
前
10
時
ま
で
に
集
合

※
当
日
は
、
現
地
集
合
・
現
地
解
散
と

な
り
ま
す
。

※
リ
フ
ト
券
、
貸
し
ス
キ
ー
等
は
、
各

自
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

登
記
（
相
続
、
売
買
）
・
成
年
後
見
・

裁
判
事
務
な
ど
司
法
書
士
業
務
に
関
す

る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
手
元
に
あ

る
関
係
資
料
を
持
参
し
、
相
談
内
容
を

ま
と
め
て
相
談
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
相
談
内
容
は
厳
秘
扱
い
で
す
。

日
時

２
月
９
日
（
木
）

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

竜
王
北
部
公
民
館

定
員

12
人
（
１
人
あ
た
り
の
相
談
時
間

は
30
分
以
内
と
な
り
ま
す
）

担
当

山
梨
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
所
属
司
法
書
士

申
込
受
付

２
月
７
日
（
火
）
午
前
８
時

30
分
か
ら
電
話
受
付
（
定
員
に
な
り

次
第
締
切
）

■
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
…

市
民
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
４

農
機
具
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

甲
斐
市
双
葉
自
立
経
営
農
業
振
興
会

と
梨
北
農
業
協
同
組
合
お
よ
び
中
巨
摩

東
部
農
業
協
同
組
合
で
は
、
農
家
で
不

要
に
な
っ
た
農
機
具
等
の
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
今
年
も
企
画
し
ま
し
た
。

農
機
具
が
不
要
に
な
っ
た
人
、
農
機

具
を
希
望
し
て
い
る
人
は
、
こ
の
機
会

を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

内
容
は
、
不
要
に
な
っ
た
農
機
具
等

を
お
持
ち
の
人
と
、
希
望
し
て
い
る
人

が
お
互
い
の
話
し
合
い
に
よ
り
売
買
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
農
機
具
の
出
品
方
法
に
つ
い

て
は
、
必
ず
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

日
時

３
月
４
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
正
午

場
所

梨
北
農
業
協
同
組
合
双
葉
支
店

集
出
荷
所

■
問
い
合
わ
せ
は
…

農
林
振
興
課
（
双
葉
庁
舎
２
階
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
５

敷
島
公
民
館
ま
つ
り

日
時

３
月
５
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

場
所

敷
島
公
民
館
（
敷
島
総
合
文
化

会
館
）、
敷
島
体
育
館

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
を
含
め

た
地
域
住
民
の
交
流
の
輪
を
ひ
ろ
げ
、

ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
た
め
、
敷
島
公
民

館
ま
つ
り
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

文
化
協
会
所
属
団
体
、
公
民
館
利
用

者
団
体
な
ど
の
作
品
の
展
示
お
よ
び
発

表
を
は
じ
め
体
育
館
で
の
誰
で
も
楽
し

め
る
い
ろ
い
ろ
な
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
ゲ
ー

ム
、
子
ど
も
ク
ラ
ブ
等
に
よ
る
豚
汁
、

焼
き
そ
ば
な
ど
の
模
擬
店
、
人
気
の
子

ど
も
映
画
会
も
行
わ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

敷
島
公
民
館
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事

務
局
　
敷
島
公
民
館
　
　
　

０
５
５
（
２
７
７
）
４
１
１
１

ギ
ャ
ラ
リ
ー
紹
介

２
月
７
日
（
火
）
か
ら
３
月
24
日
（
金
）

ま
で
、
あ
じ
さ
い
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
と
ひ

ま
わ
り
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
み
な
さ
ん
の

作
品
を
展
示

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
北
部
公
民
館

０
５
５
（
２
７
６
）
７
５
１
１

平
成
17
年
度
決
算
・
消
費
税
相
談
会

期
間

２
月
16
日
（
木
）
〜
３
月
10
日

（
金
）（
土
日
・
祭
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所

甲
斐
市
商
工
会
本
所

０
５
５
（
２
７
６
）
２
３
８
５

甲
斐
市
商
工
会
敷
島
支
所

０
５
５
（
２
７
７
）
４
５
７
４
　

甲
斐
市
商
工
会
双
葉
支
所

０
５
５
１
（
２
８
）
３
１
１
９

持
ち
物

税
務
署
よ
り
郵
送
さ
れ
た
決

算
書
用
紙
等
・
給
与
等
支
払
に
関
す

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

山
梨
県

山
梨
県

山
梨
県
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る
各
人
別
源
泉
徴
収
簿
（
給
与
明

細
）
・
昨
年
度
の
決
算
書
等
（
コ
ピ
ー

可
）
・
17
年
１
月
〜
12
月
の
間
に
10

万
円
以
上
で
購
入
し
た
事
業
用
資
産

の
明
細
お
よ
び
売
却
等
処
分
し
た
減

価
償
却
欄
資
産
の
明
細
・
そ
の
他
必

要
書
類

※
相
談
会
に
は
述
べ
15
人
の
税
理
士
の

協
力
を
頂
い
て
い
ま
す
。
出
席
さ
れ

る
人
は
事
前
に
詳
細
等
を
商
工
会
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ふ
た
ば
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ
ス
は
る
か
ぜ

コ
ン
サ
ー
ト

活
動
４
年
目
を
迎
え
る
ふ
た
ば
ジ
ュ

ニ
ア
コ
ー
ラ
ス
が
今
ま
で
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
ま
す
。
春
の
風
に
乗
せ
て
、

子
ど
も
た
ち
の
澄
ん
だ
歌
声
を
お
聞
き

く
だ
さ
い
。
昨
年
に
続
き
第
２
回
目
の

今
回
は
、
弦
楽
三
重
奏
「
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
・
オ
ア
ー
ゼ
」
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
の
名
曲
も
た
く
さ
ん
お
贈
り

し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ん
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

３
月
11
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
　

開
演
　
入
場
無
料

場
所

双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ
は
…
ふ
た
ば
ジ
ュ
ニ
ア

コ
ー
ラ
ス
事
務
局

０
５
５
１（
２
８
）
２
７
６
８（
横
森
）

若
者
交
流
事
業

豪
華
な
夕
食
を
食
べ
な
が
ら
素
敵
な

出
会
い
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

３
月
４
日
（
土
）

午
後
４
時
〜
８
時

対
象
者

男
性
お
よ
び
女
性
と
も
に
30

歳
代
の
独
身
者
。
応
募
者
多
数
の
場

合
は
峡
北
地
域
の
人
を
優
先
し
ま
す
。

場
所

フ
ラ
ン
ス
料
理
の
店
ベ
ル
ク

参
加
料

男
性
５
、
０
０
０
円

女
性
３
、
０
０
０
円

募
集
人
数

男
女
各
20
人

募
集
期
間

２
月
20
日
（
月
）
ま
で

申
込
方
法

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職

業
（
勤
務
先
）
・
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
参
加
料
を
添
え
て
申
し
込
む

（
郵
送
可
能
）。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

韮
崎
市
本
町
４
丁
目
９
ー
48

峡
北
広
域
行
政
事
務
組
合

ふ
る
さ
と
振
興
課

０
５
５
１
（
２
０
）
１
３
５
４

住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス
テ
ム
補

助
制
度

（
財
）
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
で
「
住
宅

用
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス
テ
ム
補
助
制

度
応
募
」
を
受
付
中
。

補
助
対
象
者

集
熱
器
の
総
面
積
75
平

方
メ
ー
ト
ル
未
満
の
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス

テ
ム
を
設
置
さ
れ
る
人
。

補
助
金

集
熱
器
の
総
面
積
に
応
じ
た

補
助
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
補
助
額
の
目
安
…
６
平
方
メ
ー
ト
ル

で
約
10
万
円
、
30
平
方
メ
ー
ト
ル
で

約
49
万
円
。

募
集
期
間

２
月
20
日
（
月
）
ま
で

消
印
有
効

住
宅
以
外
の
建
物
に
設
置
す
る
場
合

も
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…（
財
）
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
財
団
　
太
陽
熱
利
用
部

〒
１
０
２
ー
８
５
５
５
　
東
京
都
千

代
田
区
紀
尾
井
町
３
番
６
号
　
秀
和

紀
尾
井
町
パ
ー
ク
ビ
ル
６
F

０
３
（
５
２
７
５
）
９
５
６
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.nef.or.jp

注
意
報
・
警
報
の
発
表
区
域
と
名
称
が

変
わ
り
ま
す

山
梨
県
の
中
・
西
部
の
注
意
報
・
警

報
の
発
表
区
域
は
、「
中
・
西
部
の
北
部
」

と
「
中
・
西
部
の
南
部
」
の
２
つ
に
分
か

れ
て
い
ま
し
た
が
、
３
月
１
日
か
ら
「
中

北
地
域
」「
峡
東
地
域
」「
峡
南
地
域
」
に

名
称
が
変
わ
り
、
３
つ
の
区
域
に
分
け

ら
れ
ま
す
。

甲
斐
市
の
発
表
区
域
の
名
称
は
、

「
中
・
西
部
の
北
部
」で
し
た
が
、「
中
北

地
域
」と
な
り
ま
す
。

注
意
報
・
警
報
が
発
表
さ
れ
た
際
は

ご
注
意
下
さ
い
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
甲
府
地

方
気
象
台
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

http://w
w
w
.tokyo.jm

a.go.jp/hom
e/k

ofu/食
料
品
モ
ニ
タ
ー
募
集

食
料
品
の
規
格
、
品
質
、
表
示
、
価

格
動
向
な
ど
に
つ
い
て
意
見
、
要
望
、

情
報
を
寄
せ
る
食
料
品
消
費
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
。
モ
ニ
タ
ー
の
情
報
は
消
費
者

行
政
そ
の
他
の
施
策
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

任
期
　
平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で

謝
金

年
間
１
万
円
程
度

応
募
資
格
　

・
20
歳
以
上
の
人
（
４
月
１
日
現
在
）

・
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
員

ま
た
は
職
員
で
な
い
人

・
平
成
18
年
度
中
に
他
の
食
生
活
関

係
モ
ニ
タ
ー
に
つ
か
な
い
人

応
募
期
限

２
月
28
日
（
火
）

応
募
方
法

往
復
は
が
き
ま
た
は
メ
ー

ル
に
次
の
項
目
を
明
記
し
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
職
業
・
電
話
番
号
・
家

族
構
成
・
官
公
庁
モ
ニ
タ
ー
経
験
の

有
無
・
応
募
動
機

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
は
…

〒
４
０
０
ー
０
０
３
１

甲
府
市
丸
の
内
３
ー
５
ー
９
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

m
onitor_shousei@

kanto.m
aff.go.jp

関
東
農
政
局
山
梨
農
政
事
務
所
消
費

生
活
課
　

０
５
５
（
２
２
６
）
６
６
１
１

中
央
高
校
通
信
制
　
入
学
生
募
集

募
集
人
員

普
通
科
１
０
０
人

募
集
要
項
お
よ
び
出
願
書
類
の
配
付

中
央
高
校
事
務
室
に
て
配
付
　

募
集
期
間

３
月
１
日
（
水
）
〜
31
日
（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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甲
斐
市
広
報
誌

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

山
梨
県

担　当　課 工　　　事　　　名 工事場所（大字） 工期（契約日～） 請負金額（円） 業　者　名 

農 林 振 興 課  

農 林 振 興 課  

農 林 振 興 課  

農 林 振 興 課  

農 林 振 興 課  

農 林 振 興 課  

農 林 振 興 課  

農 林 振 興 課  

農 林 振 興 課  

建 設 課  

建 設 課  

建 設 課  

建 設 課  

建 設 課  

建 設 課  

建 設 課  

都 市 計 画 課  

下 水 道 課  

下 水 道 課  

下 水 道 課  

下 水 道 課  

敷島支所市民課 

竜地ため池改修工事 

西八幡馬の口水路改修工事 

西八幡五本松水路改修（その3）工事 

西八幡五本松水路改修（その4）工事 

西八幡高儘水路改修工事 

玉川水路改修工事 

寺平千田林道舗装（その2）工事 

大垈ほ場整備排水路改修工事 

甲斐敷島梅の里クラインガルテン管理棟施設浄化槽設置工事 

中谷戸梅の木線道路舗装工事 

中八幡冷間線道路改良工事 

上町牛句線道路改良工事 

仲町上町線道路改良工事 

四ツ谷新町線水路改修工事 

一里塚水路改修工事 

団子地内水路改修工事 

金ノ宮大石田線道路改良工事 

甲斐市公共下水道 マンホールポンプ設置工事（双ポ17-2工区） 

甲斐市公共下水道 マンホールポンプ設置工事（双ポ17-3工区） 

甲斐市公共下水道 管渠布設（開削・推進）工事（双17-6工区） 

甲斐市公共下水道 舗装復旧工事（双17-1） 

敷島第2庁舎1階トイレ改修工事 

龍 地 地 内  

西 八 幡 地 内  

西 八 幡 地 内  

西 八 幡 地 内  

西 八 幡 地 内  

玉 川 地 内  

吉 沢 地 内  

大 久 保 地 内  

牛 句 地 内  

宇 津 谷 地 内  

西 八 幡 地 内  

境 地 内  

島 上 条 地 内  

竜王新町・竜王地内 

中 下 条 地 内  

大 垈 地 内  

島 上 条 地 内  

下 今 井 地 内  

下 今 井 地 内  

下 今 井 地 内  

岩森・宇津谷地内 

島 上 条 地 内  

平成18年3月20日 

平成18年3月20日 

平成18年3月20日 

平成18年3月20日 

平成18年3月20日 

平成18年3月20日 

平成18年3月20日 

平成18年3月20日 

平成18年3月29日 

平成18年2月28日 

平成18年3月24日 

平成18年3月15日 

平成18年3月15日 

平成18年3月24日 

平成18年3月15日 

平成18年3月15日 

平成18年3月24日 

平成18年3月24日 

平成18年3月24日 

平成18年3月24日 

平成18年2月28日 

平成18年2月28日 

18,375,000円 

3,885,000円 

6,982,500円 

3,276,000円 

6,247,500円 

6,237,000円 

14,385,000円 

1,470,000円 

11,277,000円 

2,100,000円 

13,156,500円 

5,880,000円 

3,034,500円 

10,857,000円 

1,417,500円 

5,386,500円 

10,080,000円 

6,520,500円 

4,473,000円 

4,168,500円 

13,545,000円 

3,255,000円 

㈱ 保 坂 建 設

㈱ 千 徳 建 設

㈲ 押 領 司 建 設  

新 和 工 業 ㈲

㈲ 清 水 興 業

㈲ 今 村 建 設

日 東 建 設 ㈱

㈲ 古 屋 工 業

山 梨 藤 吉 工 業 ㈱  

丸 浜 舗 道 ㈱

竜 新 土 木

㈲ 真 栄 建 設

㈲ 田 中 興 業

㈱ ト ー ケ イ  

公 栄 設 備 工 業 ㈱  

㈱ 千 徳 建 設

滝 口 建 設 ㈱

荏原実業㈱山梨営業所 

荏原実業㈱山梨営業所 

㈲ 光 本 興 業

㈱ 中 村 建 設

㈲ 栄 興 建 設

平成17年12月2日　入札 

担　当　課 工　　　事　　　名 工事場所（大字） 工期（契約日～） 請負金額（円） 業　者　名 

農 林 振 興 課  

農 林 振 興 課  

農 林 振 興 課  

建 設 課  

建 設 課  

建 設 課  

建 設 課  

建 設 課  

建 設 課  

建 設 課  

建 設 課  

建 設 課  

建 設 課  

都 市 計 画 課  

下 水 道 課  

下 水 道 課  

下 水 道 課  

竜王支所地域課 

農道北浦中道3号線舗装工事 

農道中新居線舗装工事 

農道北川1号・着物沢5号線舗装工事 

前屋1号線道路舗装工事 

西町寺前線道路舗装工事 

境公会堂神明神社1号線道路舗装工事 

竜王本線道路改良工事 

柳原支線道路改良工事 

志田笠石線側溝改修工事 

日向久保川線路側改修工事 

田畑駒沢線側溝改修工事 

下堰水路改修工事（1工区） 

下堰水路改修工事（2工区） 

玉幡地区拠点公園 案内標識・公園サイン設置工事 

甲斐市公共下水道 管渠布設（水管橋）工事（双17-7工区） 

甲斐市公共下水道 管渠布設工事（敷17-9工区） 

甲斐市公共下水道 管渠布設工事（敷17-10工区） 

上堰頭首工暗渠浚渫工事 

龍 地 地 内  

宇 津 谷 地 内  

龍 地 地 内  

下 福 沢 地 内  

中 下 条 地 内  

境 地 内  

竜 王 地 内  

西 八 幡 地 内  

宇 津 谷 地 内  

宇 津 谷 地 内  

宇 津 谷 地 内  

西 八 幡 地 内  

西 八 幡 地 内  

西 八 幡 地 内  

下 今 井 地 内  

中 下 条 地 内  

中 下 条 地 内  

竜 王 地 内  

平成18年3月20日 

平成18年3月20日 

平成18年3月20日 

平成18年3月24日 

平成18年3月24日 

平成18年3月24日 

平成18年3月24日 

平成18年3月24日 

平成18年3月24日 

平成18年3月24日 

平成18年3月24日 

平成18年3月24日 

平成18年3月24日 

平成18年3月15日 

平成18年3月24日 

平成18年3月24日 

平成18年3月24日 

平成18年3月24日 

2,268,000円 

1,827,000円 

2,572,500円 

1,554,000円 

2,593,500円 

5,040,000円 

14,910,000円 

6,982,500円 

2,331,000円 

2,698,500円 

5,071,500円 

36,120,000円 

39,900,000円 

8,190,000円 

13,335,000円 

1,995,000円 

6,037,500円 

7,350,000円 

大 鴻 建 設 ㈱

丸 浜 舗 道 ㈱

丸 吉 工 業 ㈲

丸 浜 舗 道 ㈱

日 東 建 設 ㈱

朝 日 建 設 ㈱

㈱ 新 光 土 木

㈲ 押 領 司 建 設  

㈲ 深 見 組

㈱ 千 徳 建 設

㈲ 深 見 組

㈱ 三 澤 工 業

四 谷 建 設 ㈱

㈱フロンティアサイトー 

㈲ 有 泉 土 建

㈲ 真 栄 建 設

㈱ レ イ コ ー

㈱ ト ー ケ イ 

平成17年12月22日　入札 

担　当　課 工　　　事　　　名 工事場所（大字） 工期（契約日～） 請負金額（円） 業　者　名 

商 工 観 光 課  釜無川レクリエーションセンター温泉井戸改修工事 西 八 幡 地 内  平成18年1月12日 10,185,000円 ㈱萩原ボーリング 

平成17年12月13日　入札 

入札結果 
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（
一
部
の
日
、
時
間
を
除
く
）

出
願
資
格

・
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
（
卒
業
見

込
含
む
）

・
高
等
学
校
へ
の
再
入
学
を
希
望
す
　

る
人

・
県
内
在
住
者
（
年
齢
制
限
な
し
）

入
学
選
抜
方
法

書
類
お
よ
び
面
接
（
筆
記
試
験
は
あ

り
ま
せ
ん
）

学
費

年
間
約
３
０
、
０
０
０
円

■
出
願
・
問
い
合
わ
せ
は
…
山
梨
県
立

中
央
高
等
学
校
通
信
制

甲
府
市
飯
田
５
丁
目
６
番
23
号

０
５
５
（
２
２
６
）
４
４
１
１

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス
「
放
送
大
学
」

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
利

用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。お

よ
そ
３
０
０
科
目
あ
る
授
業
か
ら
、

１
科
目
だ
け
を
学
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

現
在
、
平
成
18
年
度
第
１
学
期
（
４

月
入
学
）
教
養
学
部
生
お
よ
び
大
学
院

生
を
募
集
中
で
す
。

入
学
資
格

教
養
学
部
は
15
歳
以
上
な
ら
ば
誰
で

も
無
試
験
で
入
学
で
き
ま
す
。

大
学
院
の
修
士
選
科
生
・
修
士
科
目

生
は
18
歳
以
上
な
ら
ば
誰
で
も
無
試
験

で
入
学
で
き
ま
す
。

出
願
受
付
期
間

２
月
28
日
（
火
）
ま
で

ま
た
、
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ

ー
で
は
、
随
時
一
日
体
験
入
学
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

学
習
方
法
や
授
業
内
容
に
関
心
・
疑

問
の
あ
る
人
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
体

験
し
て
く
だ
さ
い
。

■
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
は
…

放
送
大
学
　
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

０
５
５
（
２
５
１
）
２
２
３
８

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.u-air.ac.jp/

振り込め詐欺に注意
電話を利用して親族、警察官、弁護士、職場関係者等を装い、交通

事故等に対する示談金等を名目に現金を振り込ませるオレオレ詐欺」、
郵便やインターネット等を利用して、架空の事実を口実として料金を
請求する「架空請求詐欺」、実際にはない融資内容の文書等を送付する
などして、申し込んできた人に対し、補償金等を名目に現金を振り込
ませる「融資保証金詐欺」といった「振り込め詐欺」が多発しています。
これら「振り込め詐欺」は、いずれも、電話やはがき等の文書を利用

した巧妙な手口で現金を指定口座に振り込ませてだまし取るものです。
このような電話やはがき等がきても、あわてず、また、内容を鵜呑

みにせず、警察や親族等に相談するなどして事実かどうか確認してく
ださい。また、現金を振り込まないよう注意してください。

少年の非行防止、健全育成にご協力を
県下の少年非行の現状は、全刑法犯の検挙人員の約３割を少年が占

め、さらに15歳以下の少年は少年全体の半数を占めるなど相変わらず
低年齢化が続いています。
警察では、少年を取り巻く有害環境浄化活動や非行の前兆である不

良行為等の早期発見、早期指導を行うため、街頭補導、各警察署の少
年相談やヤングテレホン相談等の活動を推進しています。
少年の非行防止と健全育成の基本は大人社会そのものが規範意識を

高めながら、「親子のふれあいと対話のある明るい家庭づくり」をする
ことです。
家庭・地域が一体となった少年非行防止と少年の健全育成が行われ

るよう、ご協力をお願いします。

覚せい剤・ダメ・ゼッタイ
覚せい剤等の薬物問題は世界的な広がりを見せ、乱用する人の健康

はもとより、治安の悪化など国の安定をも脅かし、今や人類が抱える
最も深刻な問題の一つとなっています。
覚せい剤等の薬物は、一度でも使用するとなかなか止められず、精

神や身体をボロボロにし、その影響は一生つきまといます。
薬物を乱用すると幻覚や妄想などが現れ、普通の生活が続けられず、

家族を巻き込み、時には凶悪な犯罪や交通事故をも引き起こします。
暴力団や悪質外国人等の薬物密売組織は、薬物がなかなか止められ

ないことにつけこみ、高額な覚せい剤やＭＤＭＡなどの新しい錠剤麻
薬を強引に売りつけています。
最近はインターネツトを利用して、「痩せられる」とか「元気が出る」

などと甘い言葉で誘い、好奇心の強い少年や薬物に縁のなかった人ま
で巻き込んでいます。
好奇心で一生を台無しにしないでください。
健全な社会生活を脅かす薬物乱用をなくすために、一人ひとりが薬

物乱用を許さない社会環境づくりに心がけましょう。薬物乱用は「ダ
メ・ゼッタイ」です。
■薬物に関する相談等は…薬物相談電話　 055（228）8974   

各警察署の相談窓口
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●来年度から麻しん、風しんの予防接種方法および対象者を変更
麻しん（はしか）と風しん対策をより一層強化するため、平成18年4月

1日より麻しん・風しん予防接種が混合ワクチンとなり、接種回数も2回
接種となります。対象年齢については、第1期（1回目）12か月から24か月に至るまでの人、第2期（2回
目）5歳以上7歳未満で就学1年前の人（いわゆる年長児）と改正されます。
現在、①麻しんと風しんいずれか片方のみ接種している人、②両方受けていないが4月以降第1期、

第2期ともに対象年齢外になってしまう人は、新しい制度での接種対象者となりませんので、まだ接種
されていない人は平成18年3月31日までに接種されますようお知らせします。なお、4月以降につい
ては公費負担での接種対象となりません。
＊既に麻しんおよび風しん予防接種を1回ずつ接種している人は、あらためて接種する必要はありません。
新しい制度での対象者

●第２期二種混合予防接種について
乳幼児期に第1期（基礎免疫）として三種混合予防接種を行い、第2期として二種混合予防接種を行な

うことで確実な免疫をつくります。ただし、三種混合予防接種が終了していない場合は、今回の接種を
受けても効果が期待できないことがありますのでご相談ください。
対　　　　象 小学６年生（なお、中学1年生13歳未満の人でまだ接種を行っていない人についても接

種可能です）
持　ち　物 予診票、母子健康手帳、保険証
接種医療機関 甲斐市内指定医療機関
接 種 方 法 1週間前までに予約を入れ、接種を受けてください。予診票は各指定医療機関窓口にも設
置されています。なお、接種当日は必ず保護者が同伴してください。
■申し込み・問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735 竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651

＜予防接種指定医療機関＞

●インフルエンザは予防から
高齢者や子ども、のどや肺の弱い人は特に注意が必要です。外出時には「マスク」、帰宅後は「うがい」
と「手洗い」をもう一度徹底してください。マスクやうがいはウイルスが粘膜から体内へ侵入しにくくする
ための、有効な手段です。
〈ウイルスから身を守る5か条〉
①外出時はマスクを忘れずに　　②栄養バランスのとれた食事を　　 ③適度な運動と十分な睡眠を　　
④室温（20度前後）、湿度（60パーセント）をしっかり調整　　　　　　⑤疲れたときは人込みを避ける

インフルエンザ等相談窓口　 03（3200）6784ホームページ http://www.mhlw.go.jp/houdou/0111/h1112-1.html

接　　種　　歴 

麻しんのみ接種している人 

風しんのみ接種している人 

麻しん、風しん両方とも接種している人 

麻しん、風しん両方とも未接種の人 

第１期（1回目） 

× 

× 

× 

12か月～24か月に至るまでの人 ○ 

24か月以降の人 × 

第２期（２回目） 

× 

× 

× 

５歳以上７歳未満で就学１年前の人 ○ 

７歳以上の人 × 

 指定医療機関 住　　所 電話番号 
 林野医院 西八幡2436 055（276）2816 

 保坂医院 富竹新田410 055（276）2619 

 竜王リハビリテーション病院 万才287-7 055（276）1155 

 清水内科循環器科 篠原1429-1 055（279）3366 

 中沢クリニック 竜王3091 055（276）8111 

 杉田小児科医院 篠原2763-1 055（279）2088 

 芦沢内科小児科医院 玉川159-1 055（279）3355 

 竜王レディースクリニック 篠原2199 055（279）4132 

 竜王共立診療所 富竹新田231-1 055（279）8611 

 保坂メディカルクリニック 篠原2189-1 055（230）6550 

 三枝病院 竜王新町1440 055（279）0222 

 大久保医院 島上条213-3 055（277）2129 

 指定医療機関 住　　所 電話番号 
 小山医院 島上条492-1 055（277）5102 

 志鎌整形外科 長塚2 055（277）6761 

 敷島クリニック 中下条246 055（277）8300 

 大沢医院 長塚115-11 055（277）1020 

 大房整形外科眼科医院 島上条714-1 055（230）9200 

 桜こどもクリニック 中下条1900 055（267）0505 

 中島医院 下今井88-1 0551（28）2181 

 双葉クリニック 竜地4710-1 0551（28）6789 

 本橋医院 岩森79-1 0551（28）6130 

 響ヶ丘整形外科 竜地2563-14 0551（30）8100 

 ふたば内科消化器科医院 竜地2795-10 0551（28）8227

30



●乳幼児健診
受付時間 午後１時30分～２時
持 ち 物 母子健康手帳、バスタオル、保険証、送付の問診票（1.6歳、２歳、３

歳児健診のみ）、歯ブラシ（11か月、1.6歳、２歳、３歳　＊普段使用
しているもの）

◎午前中の受付は致しません。
＊３歳児視聴覚・尿検査再検査日（午前 9時～11時）： 2 月15日（水）竜王保健福祉センター

2月22日（水）双葉保健福祉センター

お住まいのある地区（竜王、敷島、双葉）での健診となります。日程、会場の変更希望のある人は、事前
にご連絡ください。なお、対象地区に在住の人には個人通知します。

●離乳食教室
離乳食の作り方を学び、みんなで情報交換ができる教室です。

受　付 午後１時15分～１時30分
（教室　午後１時30分～４時頃）

持ち物 母子健康手帳、離乳食用ス
プーン、水分補給が必要な
人は、お茶等を持参してください。

◎申し込みが必要となりますので、事前にご連絡ください。

●乳幼児予防接種について

●日本脳炎定期予防接種について
日本脳炎の定期予防接種について、厚生労働省は平成17年5月30日付けで市町村による積極的な接種

勧奨を中止するよう緊急勧告を発令しました。市でもこの勧告を受け見合わせておりましたが、予防接
種法施行令の一部改正に伴い日本脳炎定期予防接種第3期（14歳以上16歳未満）が平成17年7月29日付
で廃止となりました。本市においても日本脳炎定期予防接種のうち第3期を廃止します。
なお、第1期（3歳以上7歳6か月未満）、第2期（9歳以上13歳未満）については引き続き積極的な

接種勧奨を差し控えます。

■申し込み・問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735 竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651

1

内　　容 

4・11か月児健診 

〃 

4か月児健診 

11か月児健診 

1歳6か月児健診 

〃 

2歳児健診 

〃 

3歳児健診 

〃 

実施月日 

2月21日（火） 

2月24日（金） 

2月28日（火） 

2月23日（木） 

2月 2 日（木） 

2月 9 日（木） 

2月 7 日（火） 

2月10日（金） 

2月14日（火） 

2月16日（木） 

該　当　児 

4か月児：H17．10月生 

11か月児：Ｈ17．2月生 

4か月児：H17．10月生 

11か月児：Ｈ17．2月生 

H17．10月生 

Ｈ17．2月生 

H16．7月生 

Ｈ16．7、8月生 

H16．1、2月生 

H16．1月生 

H14．8、9月生 

H14．8月生 

対象地区 

敷島 

双葉 

竜王 

竜王 

竜王 

双葉 

双葉 

竜王 

敷島 

竜王 

実施場所 

敷島保健福祉センター  

双葉保健福祉センター  

竜王保健福祉センター  

竜王保健福祉センター  

竜王保健福祉センター  

双葉保健福祉センター  

双葉保健福祉センター  

竜王保健福祉センター  

敷島保健福祉センター  

竜王保健福祉センター  

 内　　容 実施月日 該 当 児  実 施 場 所 

 後期の離乳食教室 ２月６日（月） H17．4月生 敷島保健福祉センター 

 前期の離乳食教室 ２月17日（金） H17．8月生 竜王保健福祉センター 

内　　容 

ＢＣＧ、三種混合、二種混合 

麻しん、風しん、日本脳炎 

種　別 

個別接種 

実施月日 対象地区（対象月齢） 実施場所 持ち物 

母子健康手帳 

予診票、保険証 
事前に指定医療機関に予約を入れ、接種を行ってください。 
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●介護予防教室開催のお知らせ
甲斐市では、市内4か所の施設に在宅介護支援センターを委託し、甲
斐市基幹型在宅介護支援センターと共催で次の教室を開催しています。

●総合健診結果説明会
健診は受けるだけに止まらず、生活習慣を改善することが一番大切です。生活習慣を見直し、改善に努
め、より健康な生活が送れるよう役立てていただくために、結果説明会を行います。
対　象 健診を受けまだ説明会に来ていない人
持ち物 「総合健診結果説明会について」の用紙
＊日程の変更希望の人は、ご連絡ください。
■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735

●母子健康手帳の発行
妊娠中の心配事がありましたら、
ご相談ください。

●マタニティービクス教室
マタニティービクス（妊娠中の健康と安産のための運動療法）音楽にあわせエアロビックなエクササイズ
で妊娠中の太り過ぎや筋肉の衰えを防止することは、安産の第１歩です。そして、出産後のシェイプア
ップへとつながります。◎午前10時までに受付を済ませてください。

申し込み 申込書に医師の意見書を添え、当日お持ちください。（申込書は各庁舎に用意してあります）
持 ち 物 母子健康手帳、筆記用具、運動のできる服装、水分補給の必要な人は、お茶等を持参してく
ださい。

●母親学級
妊娠中の過ごし方や出産後の育児について学んだり、育児における交流の場として行っています。

◎午前９時30分までに受付を済ませてください。

■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735 竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651

テーマ・講師 

どうなるの、介護保険 

 

福祉サービスおよび 

介護保険サービスについて 

 

骨粗鬆症について 

 

 

介護保険のQ&A 

 

日　　時 

２月14日（火） 

午後２時～ 

２月15日（水） 

午後1時30分 

            ～３時 

２月18日（土） 

午後1時30分～ 

 

２月22日（水） 

午後1時30分～ 

場　　所 

敷島荘 会議室 

甲斐市大久保1357 

竜王保健福祉センター 

甲斐市西八幡3018－1 

 

ひかりの里 

デイサービスホール 

甲斐市宇津谷1103 

竜王南部公民館 

甲斐市西八幡1976－1

対　象　者 

興味関心のある人 

 

興味関心のある人 

 

 

介護を行っている人 

介護に関心のある人 

 

興味関心のある人 

問い合わせ（委託先） 

在宅介護支援センター敷島荘 

　055（277）8818  

 竜王在宅介護支援センター  

(竜王保健福祉センター内)  

　055(279）1113  

双葉在宅介護支援センター  

　055１(28）5545  

  

めぐみ荘在宅介護支援センター 

　055(278）0881  

 説明会日時 受 付 時 間 場　　　所 

 2月15日（水） 午前９時30分～10時 竜王保健福祉センター 

 2月22日（水） 午前９時30分～10時 双葉保健福祉センター 

内　　　容 

マタニティービクス 

（講師） 

マタニティービクスインストラクター 

助産師、保健師 

実施月日 

2月15日（水） 

午前10時～正午 

対　　象 

甲斐市に在住する 

５か月過ぎの妊婦 

実施場所 

竜王保健福祉センター 

内　　　容 

第１課　妊娠中の生活・妊婦体操 

（助産師、保健師） 

第２課　母乳教室 

（助産師、保健師） 

第３課　栄養教室 

（栄養士、保健師） 

実施月日 

2月6日（月） 

午前9時30分～正午 

2月13日（月） 

午前9時30分～正午 

2月20日（月） 

午前9時30分～正午 

対　　象 

甲斐市に在住する 
５か月過ぎの妊婦 

実施場所 

双葉保健福祉センター 

持参するもの 

母子健康手帳、筆記用具 

＊第1課　体操のできる服

　　　　　装・バスタオル 

＊第3課　エプロン 

発 行 時 間  
場 所  
持参するもの 

開庁時間（午前8時30分～午後5時15分） 

健康増進課（敷島庁舎）、竜王支所地域課、双葉支所地域課 

印鑑 
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●ヘルシー教室
生活習慣病が重複すると

動脈硬化を引き起こす危険
性が10倍、20倍となりま
す。動脈硬化を予防するに
は、自分の生活を振り返り
ながら生活習慣の改善して
いくことが重要です。ヘル

シー教室に参加し、食事や運動の生活改善を考え
ましょう。
対象者 血圧、善玉コレステロール、中性脂肪、

血糖など軽度異常の人

持 ち 物 屋内用の運動靴
申し込み 2月6日（月）まで
■申し込み・問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎1階） 055（277）4735

●運動教室
ボール、ベル、ベルター（ゴムチューブ）を使っ

て行なう3B体操です。専門のインストラクターが
指導します。
対象者 高血圧、肥満、糖尿病、高脂血症など運

動の必要な人
内　容 3B体操
日　時 2月14日（火） 午後1時30分～3時
場　所 双葉保健福祉センター
＊運動のできる服装でお出かけください。
■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎1階） 055（277）4735
竜王支所地域課（竜王庁舎1階） 055（278）1666
双葉支所地域課（双葉庁舎1階） 0551（20）3651

●個別健康運動指導の実施について
日常生活での健康づくりに役立つ、効果的な運
動をおこなうための、健康運動指導士による運動
プログラム作成及び実践指導を行います。
運動器具等を使って安全で適切な指導をします。

日　時 2月1・8・22日（水）
午後3時30分～4時30分

場　所 敷島保健福祉センター内軽運動室
費　用 無料　ただし施設利用料（1回100円）必要
持ち物 運動靴/運動のできる服装
申し込み 予約制となりますので、希望日をご連

絡ください。
■問い合わせは…
敷島保健福祉センター（月曜日休館） 055（277）7311

●いきいき健康教室
いつまでも元気で健やかな生活を送ることがで

きるように介護予防を中心に様々なテーマで健康
教室を開催します。
多くの皆様のご参加をお待ちしています。

日　時 2月8日（水） 午後1時～1時30分
場　所 志麻の湯　ことぶきセンター
内　容 テーマ『楽しくリズムに合わせて健康づ

くり』
講　師 日本3B体操協会公認指導者　山田富士枝
対象者 興味のある人どなたでも
日　時 2月23日(木） 午前11時30分～正午
場　所 百楽泉　研修室
内　容 テーマ『低栄養予防・味覚を衰えさせな

いために』
講　師 健康増進課 長田栄養士
対象者 興味のある人どなたでも
※いきいき健康教室時、健康相談・血圧測定を実
施します。
■問い合わせは…
高齢福祉課（敷島庁舎１階） 055（277）3116

●献血にご協力をお願いします
次の日程で献血を実施します。冬場は特に血液

が不足しますので、皆様のご協力をお願いします。
日　時 2月13日（月）

午前 9 時30分～11時30分
午後12時30分～ 3 時30分

会　場 甲斐市役所敷島第2庁舎前
主　催 甲斐市
協　力 甲斐市商工会、敷島ライオンズクラブ

●救急医療　まずは連絡してから…
（竜王・敷島地区）
○救急医療センター　 055（226）3399
夜間救急診療　毎日午後7時～午前7時
応需医療機関の検索、紹介　24時間対応

○歯科救急センター　 055（220）1199
夜間歯科救急診療　日曜、祝日の午後5時～11時

○救急調剤センター　 055（236）5200
夜間救急調剤　毎日午後７時～11時
医療品の情報提供等　毎日午前９時～午後５時

○精神科救急医療相談　 055（254）3119
平日　午後5時15分～9時15分
土・日・祝日　午前11時～午後7時30分

（双葉地区）
○峡北消防本部　 0551（22）3311
○山梨県救急医療情報センター　 055（224）4199

●甲府保健所からのお知らせ
○心の健康相談（要予約） 055（237）1437
○エイズ相談・検査　 055（237）1384
毎週　水・木・金曜日　午後1時～3時、
第3木曜日　午後5時30分～7時30分

2

内　　容 

第４課　運動の実践 

日　程 

2月 8 日（水） 

2月22日（水） 

時　間 

午後1時～ 

場　所 

 敷島保健福祉 
センター 
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水 木 金 土

●司法書士による無料
法律相談（予約制、　
26ページ参照）

　午後１：００～４：００ 
　竜王北部公民館

●休館日
●市民相談
　午後１:３０～４:００ 
　敷島保健福祉センター
●健康づくり体操
　午前１０：００
　竜王北部公民館

●確定申告スタート
　（３／１５日まで）
　竜王北部公民館・敷島
庁舎第２庁舎・双葉庁
舎　

●いきいき健康教室
　午前１１:３０～正午
百楽泉研修室
●３月分学校体育施設・
４月分社会体育施設
開放随時受付開始

●休館日
●いきいき健康教室
　午後１：００～１:３０
志麻の湯ことぶきセ
ンター
●市民相談
　午後１:３０～４:００ 
　竜王南部公民館

●休館日
●市民相談
　午後１:３０～４:００ 
　双葉公民館

●市民親善グラウンドゴ
ルフ大会　午前９：００
ドラゴンパーク
●スキー教室　
　午前１０：００
　富士見高原スキー場
●味噌作り体験事業
　午前１０：００（１回目）
　午後１：００（２回目）
　自然休養村センター

●休館日
●市民相談
　午後１:３０～４:００ 
　竜王北部公民館
●児童相談所巡回相談会
　午後１:３０～３:３０ 
　敷島庁舎１階福祉相談
室　

●地域住民の作品展
　（３／１７日まで）
　竜王南部公民館
　ロビー　

●味噌作り体験事業
　午後１：３０
　竜王北部公民館
●出会いわくわくコン
　サート
　午後２：００
　双葉ふれあい文化館

●スキー教室
　午前１０：００
　富士見高原スキー場

●一般予定●
　１日（水）　省エネルギー月間
　　　　　　「はたちの献血」キャンペーン（～28日）
　　　　　　生活習慣病予防週間（～７日）
　７日（火）　北方領土の日
１１日（土）　建国記念の日
１６日（木）　平成１７年分の所得税の確定申告（～３月１５日）
２０日（月）　旅券の日
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○指定給水装置工事事業者（新規）
・（有）いのまた商店
　甲斐市長塚270
　　055（277）2322
・末木設備
　甲斐市島上条456-1
　　055（277）7873

○指定簡易水道給水装置工事事業者（新規）
・山梨相互工業
　甲斐市篠原3007
　　055（276）2510
・エイワ実業
　昭和町西条2525-1
　　055（275）5694

○下水道指定店（追加）
・古谷設備工業
　甲府市青葉町14-2
　　055（233）9125
・（有）峡西南管理センター
　南アルプス市下宮地540-1
　　055（283）4730
・末木設備
　甲斐市島上条456-1
　　055（277）7873

日 月 火

●休館日 ●休館日

●休館日
●３月分学校体育施設一
斉開放受付　

　午後７：００ 双葉公民館
●４月分社会体育施設一
斉開放受付　

　午後８：００ 双葉公民館

●休館日●休館日

●休館日

 

●ソフトバレーボール
大会

　午前８：００
　玉幡中学校体育館他
●KAIふれあいステー
ジ2006
　午前９：３０
　双葉ふれあい文化館

●休館日
●母と子の遊び教室
　午前１０：００　敷島総合
文化会館
●国民健康保険税第７期納
期限
●固定資産税第４期納期限
●介護保険料第６期納期限

●味噌作り体験事業
　午前１０：００（１回目）
　午後１：００（２回目）
　自然休養村センター※なお、甲斐市牛句・大久保・境・大下条・中

下条・長塚・島上条・天狗沢の方は、甲府市
水道局区域になりますので甲府市水道局
へ問い合わせ願います。
■甲府市水道局　　055（228）3311

勝又設備
公栄設備
勝又設備
公栄設備
カネト工業
塩入工業
カネト工業
塩入工業
甲信ユニット
長田設備
甲信ユニット
長田設備
佐藤設備

松本住宅産業
佐藤設備

松本住宅産業

４（土）

５（日）

11（土）

12（日）

18（土）

19（日）

25（土）

26（日）

055（276）7827
055（277）5790
055（276）7827
055（277）5790
055（276）6351
055（277）3356
055（276）6351
055（277）3356
055（276）5053
055（277）3553
055（276）5053
055（277）3553
055（279）0502
055（277）2031
055（279）0502
055（277）2031

●休館日
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注）実際の経費が補助基本額に満たない場合は、実施経費を補助対象額

区　　　分　　　　　 補助基本額　　 補助率　 限度額

樹木購入費

支柱購入費

樹木移植費

花壇設置費

種苗購入費

生け垣や花壇の設置のための
ブロック塀等の取壊し費

190,000円

45,000円

180,000円

10,000円

180,000円

生け垣の延長(m)×9,500円

生け垣の延長(m)×2,250円

生け垣の延長(m)×3,000円

花壇の延長(m) ×9,000円

花壇の面積(m2) ×500円

ブロック塀等の側面積(m2)
　　　　　　　 ×9,000円

２/３

２/３

２/３

２/３

２/３

■補助金の算出基準

■補助対象要件
　公道に面した部分に設置する３メートル以上の生け垣または花壇で、縁
石等は50センチメートル以下、公道境界から50センチメートル以上離して
植栽するほか、いくつか必要な補助要件を満たすもの。

　市では、緑豊かな潤いのあるまちをつくるため、生け垣や花壇づくりを
推進しています。住宅などの公道に面した部分に新たに生け垣や花壇を
つくる場合、その費用を補助する制度がありますのでご活用ください。樹
木の購入費や支柱、花壇の施工費や種苗代のほか、ブロック塀から生け
垣などにする場合には、その取り壊し費用も助成されます。
　なお、補助金を受けるにはいくつかの要件がありますので、必ず着工
前にご相談（申請）いただく必要があります。既に完成しているものにつ
いては、助成の対象となりません。

■問い合わせは・・・緑化推進課（竜王庁舎２階）　 ０５５（２７

生け垣の新設

花壇の新設

を
つ
く
り
ま

生
け
垣
・
花
壇
を

ま
し
ょ
う

補 助 制 度 が
あ
り

ま
す
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